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付説：『マカーマート』の文体サジュウについて

堀内　勝*

1.　サジュウの歴史
2.　カーヒンとジン、憑依関係について
3.　サジュウと『クルアーン』の文体
4.　サジュウの文体・形式
5.　サジュウ（押韻散文）の範例
　　引用・参考文献

1　サジュウの歴史
1－１　『マカーマート』（アル・ハリーリー作）の訳出に当たっての訳者のサジュウへの配慮

　『マカーマート』文学作品を訳出するにあたって、その形式の華である文体のサジュウを、如何
入れ込んで読者の理解の一助とするか、未だ結論を得ていない。ハリーリーの『マカーマート』50
篇の中でも、訳出する過程でいくつかの試行があって、統一が取れたものとなっていない。「訳出
するに当たって最も腐心したのは、全文に横溢するサジュウの流れを邦訳に如

ど う

何取り込むかであっ
た。その意識は訳業が進むほど深刻になった。『マカーマート』は書かれたものとはいえ、朗々と
詠じられる作品である。全篇 ḥakā al-Ḥārith ibn Hammām qāla**「アル・ハーリス・イブン・ハンマー
ムは語り伝えて言った」で始まる定句の意味が理解出来たのは、随分訳業が進んだ後のことだった。
文頭の ḥakāとは「語り伝える」こと、即ち『マカーマート』は、文学ジャンルの中でもヒカーヤ
ḥikāya（語り物）の一つである、と言う認識である。語られ詠まれてこそ、サジュウ体が躍動する
のである。それをなんとか訳業で示せないか、それを表記して示して、その素晴しさの一端を読書
空間で共有できないものであろうか。
　一篇一篇が実験場であり、押韻語の表記の仕方が異なっているのはそのためである。ルビを振っ
たり、カタカナで表わしたりして試みた。しかしそれらでは詠まれる際の原語・アラビア語独特の
咽
の ど

喉奥
おく

音と強勢子音の持つ特長、及び定形語形の持つリズムと響きを伝えるには不十分である認識
を持った。発声器官の口先だけしか用いておらず、しかも子音・母音結合した音声文字使用の日本
語表記では伝えられない。ではなんとかローマナイズをして子音のみも表記できる形に持ち込めな
いか、入れ込むにはどうしたら良いか、探る試みが続いた。幸いワープロの時代、やがてパソコン
の時代になっていた。これらでは横書きが普通であり、ローマナイズも工夫すれば上手くはめ込む
ことが出来る。こうした試みが続いた結果、最終的には押韻語の所に括弧でローマナイズを入れ込
むのが最上ではと判断して、このスタイルを採ることになった。こうしてローマナイズで入れ込ん
で、最も意を汲める妥協の産物としてのスタイルが実現したものと思われた。
　そしてさらに配慮したのは、訳者はどんな形であれサジュウの押韻語の表記を入れ込んだのは、
内容が一段落する節文の訳を終えた後の作業であった。即ち、一小節、一段落毎に訳を完了した後、
サジュウ体のスタイルを加えることを行なった。従って一行たりとも内容理解・文意の流れの方を

イスラーム世界研究　第 6巻（2013 年 3 月）428‒466 頁

Kyoto Bulletin of Islamic Area Studies, 5 (March 2013), pp. 428–466

*　  中部大学国際関係学部　教授
**　アラビア語の転写は原則として『岩波イスラーム辞典』にならうが、サジュウや詩の転写に関しては、語末母音、

ターマルブータ、定冠詞アルなどを韻律やリエゾンを明確にする形で転写した。
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疎
おろそ

かにしている訳ではない。訳文としては完結しており、それら余分の表記抜きで読んでも文学表
現はなされているはずである。（もし日本語としておかしい部分があるとすれば、訳者の能力不足か、
原語の微妙の表現を生かそうとする余りの妥協の結果だと理解されたい。）
　実は現地のアラブの『マカーマート』の理解も一文、一文を区切ってこれに近い共有空間を作り
出している。サジュウは文のリズム及び文末の脚韻単語の強調である。詠み聞かされた後、流れの
リズムは、押韻の技法は如何であったか、朗詠の息継ぎ・ポーズの間に吟味を行なう。その意味は、
息継ぎの直前が脚韻語であり、そのまま休止空間の余韻に入っていき、理解の透徹、吟味鑑賞に引
き継がれてゆく機能を果たしていることである。従って、内容が一段落したならば、余分に入れ込
んだルビやカタカナ、ローマナイズの部分を声朗朗と詠むことを勧めたい。ローマナイズの大文字
は（欧文の用法とは異なり）強勢子音の表記として用いており、普通の子音を口を窄めて強く発音
されるとより近いかたちとなろう。『マカーマート』の持つ語りの特徴の一端も味わえるのではな
いだろうか。そうなれば訳者の望外の喜びとなり、意図と努力が報われよう。」
（ハリーリーの『マカーマート』訳者序言 7‒9 ページ　一部補筆）
　上に述べたように第 2巻第 18 話から、これが最良ではと試みたのは、サジュウの部分を訳出し
た文の相当部分にローマナイズを入れ込んだ。サジュウ文体を理解してもらうには、それがベスト
であろうと、思ったからである。すくなくともアラビア語に馴染みのある文化圏ならばそれで良かっ
たろう。が、それでもなお思い返して訳書を読んでみると、文学作品や表現として集中性を欠き、
文意の流れを阻み、遊離してしまっている事実は否めない。文章を読む中で、ローマナイズの部分
を通り越して突き進むような、どうしてもスムーズさが保たれない。文意の流れを削ぐ懸念が生じ
てしまった。それ以上に文の連なりが和語・洋語が入り乱れて醜く、返って煩雑となってしまった。
最大の欠陥である読み辛さは解消できていない。文学作品なのに、原語入りの論文かエッセイのよ
うな体裁の観を呈してしまった。
　この反省から本稿のハマザーニーの『マカーマート』の訳出にあたっては、訳出文のサジュウの
相当部分に文中に入れ込むことはせず、下線を引くに留めた。そして段落や節ごとに区切りを置い
て、その間のサジュウの相当語を脚注の形で一括してローマナイズで示すことにした。少しでも和
文の流れをスムーズにするための工夫であるが、幾らかは読みやすくはなったのではなかろうか。

1 － 2　サジュウの歴史

　さてここでは『マカーマート』の文体であるサジュウについて、いくつかの節に分けて述べてみ
ることにする。1サジュウの歴史とその担い手たち、2ジンとカーヒンの憑依、3『クルアーン』の
文体との相関、4サジュウの形式・構造などについて少し見て行くことにする。リズミカルに節を
作って、最後に同韻でもって文なり句なりを終わらせる。これは何処の文化にも持っている口誦を
重んずる一つの技芸である。中国では駢

べんれい

儷体といったし、西欧語ではクラウスラ clausulaといって、
朗唱、朗詠に適した文体として重視された。
　アラブ世界でも、この現象は散文としてもジャーヒリーヤ（プレイスラム）時代から生じていた。
散文でありながら一定のリズムと文末に脚韻を入れ込むのである。これは「押韻散文」と訳される。
原語ではサジュウ saj‘と呼ばれる。サジュウの語源は、アッバース朝の文豪ジャーヒズ（イスラム
暦 255 ／西暦 868 年歿）によれば、ハトの鳴き声の模倣であるとされる［Bayān I 112］。鳩の鳴き
声は不規則ながらその一鳴きの最後が伸ばされて終わる。鳩がククー・クククー・クーククー・ククー
クーのように美しい声で、長さとリズムは異なるが一定の律調と音韻の最後を延ばして鳴く、その
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鳴き方がヒントとなって真似られ形式化されたといわれる。聞く耳には快く、記憶するには容
や す

易き
この文体サジュウは、威力のある霊能者が神託、予言、箴言、誓言、口寄せなどに採った表現手段
であった。が、他の才能ある職能者にも説教、布告や宣言などに採り入れられていた。また言い回
しや俚諺、歳時記、遺言、後世では加えて著作物のタイトルや序文などにも採り入れられた。やが
てサジュウのリズムと押韻法は、技巧化と洗練をへて、定律と同一脚韻語とを伴った韻文を生むの
は必然であった。韻文として最も早期に詩形となったのがラジャズである。ラジャズ（rajaz）とは「ラ
クダの膝の震え」の意味であり、その患部（後脚の片方）だけが短拍となる四足歩行／－－ｖ－／
長・長・短・長の歩脚単位となる。／ｖ／の短拍は後脚の膝の震えと捉えて歩脚単位を形成してい
る。律の開拓はさらに別な詩形を生んで行き詩作の技芸の高度化に向かった。詩の領域では詩行全
体への統一さるべき律格も整えられて行き、韻律の成立を見るわけだが、やはり最重要部分であり
続けたのは、脚韻単語であり、更にその中でも脚韻子音であった。
　後世の修辞学では、押韻散文即ちサジュウ文にとっての脚韻単語はカリーナ（qarīna）と、そし
て韻文すなわちバイト（bayt詩行）にとっての脚韻単語はカーフィヤ（qāfiya）との用語で定着す
る。もっとも用語「サジュウ」の意味は広く捉えられている。サジュウは、「押韻散文」の＜文全
体＞も意味すれば、「押韻散文」の＜技法＞の意味でも用いられる。さらには「押韻散文」の＜脚
韻単語＞そのものの意味としても用いられ、「カリーナ」と同義として使用されてもいる。カリー
ナおよびカーフィヤ共に言えることであるが、脚韻単語でも、最も重視されるのは最後の子音、脚
韻子音である。しかしその前後に技法の注目が集まり、律動である拍数やシラブル、語形など、さ
らにはサジュウとなる句や文の全体にも視野がおよび理論化の道を開いた。サジュウとなる句や文
は対となる連句や連文が多い。三連句や三連文以上となるとそれなりの能力と労力を要することに
なる。連句や連文も俎上に載せて検討を加える、また脚韻語の方は、脚韻子音、それに付加される
母音、その子音の前の子音と母音のシラブルの関係など後世になるほど研究が進み、その詩的技法
をサジュウ文さらには『クルアーン』の文体にまで踏み込んで言及する研究者も現れた。サジュウ
の文体はナクド（naqd詩評）の領域と絡まって、修辞学と競って芸達を推し進めた。

1 － 2 － 1　プレ・イスラム期のサジュウ

　アラブ世界では書く習慣が根付いた後も、口承の、口頭の伝統が途切れることは無かった。いや
逆に、書き物に補強されてさらに発展して、社会に浸透して行ったと述べた方が相応しかろう。こ
の口頭伝承の発展、その最大の理由の一つは、アラビア語の原語構造が持つ「一定の型にはまった
音の響きの良さと長短の韻律・規則性との特長」が基層低音の様に生かされるいることがある。そ
れにかぶさる様な音声・音響効果が加わる。咽喉奥子音や強勢子音の音声特徴は、口頭でこそ遺憾
なく発揮される。リズムを伴った瞬間瞬間の時間軸表現態では、書かれた段階でその特長は消え失
せて、効果も意味も成さない。文字化されてしまうと、音声の持つ特徴が消えるだけではない。個々
人の所有になるために、共に集まって理解し合う共有意識・集団帰属意識・場が醸し出す雰囲気も
また消えてしまうのだ。
　アラブは古来サジュウ及び詩を好んだのは書かれたからではない。朗々と詠まれたからである。
だからそれを耳にした者は、その内容と共に、音声の高揚感と耳から脳裏への快い響きはそのまま
相乗効果として感動と記憶に直結していた。それは聴衆が多いほど心理面での効果は多大となる。
確かに正確な保存というならば文字による書承に勝るものはなかろうが、アラビア語の持つ口頭的
音声的特徴はそれ以上に魅力を醸し出している。つまり口承ならば、記憶も含めて書承以上の装置
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として機能しているのである。アラビア語のサジュウ及び詩はアラビア語の音声的特徴および定律
として配される語型パターンなどを最大限生かした。その単音節と長音節の組み合わせで 16 種の
律格を編み出してリズム性を多様に発展させたし（これらも元は上に述べたラジャズ同様にラクダ
の歩調にあると言われる）、これが「音」の長短のリズム、すなわち「律」であるとすると、音質・
響き・広がり・味わいは「韻」であり、特に脚韻である。頭韻や語中韻よりも脚韻に何故重点が置
かれるかと言うと、荘重さや威厳性が脚韻後の休止空間にその余韻・残響を心行くまで延ばせるか
らである。そして意味内容を反復して理解して、次の出だしがどのように展開するのか期待を高め
るのである。
　この脚韻後の休止空間こそ、そこで終わる文意の徹底と感情移入・記憶化を引き起こし、その場
を一定方向に向かわせ盛り上げる効果を持つ。アラビア詩では律格と脚韻が重視される故に古来好
まれた。
　言語を用いる才能ある職能者が採った表現手段であったが、やがて律の美意識が詩作にも取り入
れられた。詩の領域ではさらに脚韻単語のみでなく、文全体への統一さるべき律格も採り入れられ、
韻律の成立を見るわけだが、やはり最重要部分であり続けたのは、サジュウの部分、即ち脚韻子音
であった。韻文と散文両者にとって脚韻単語、中でも脚韻子音とその前後に注目が集まり、理論化
の道を付けた。脚韻子音に付加される母音など注意深く守られているほど効果は大きかった。
　サジュウは演説、説教、訓話、俚諺、歳時記などに採り入れられた。ジャーヒリーヤ時代、サジュ
ウを好んで効果的に用いたのはカーヒンkāhinと呼ばれる巫者や占者であり、人々を教化し、先導し、
予言をおこない絶大な影響力を発揮していた。カーヒン達は自らの能力に加えてジンなどの精霊に
憑依されてその威力を高めていたと信じられていた。言葉の威力に訴えるものは、詩人であれ歌謡
人であれ、能力が高いほどマジュヌーン（majnūnジンに憑かれた者）と言われた。実は『クルアー
ン』もサジュウの文体を採っている。極めて緩やかなサジュウの体裁を引き摺っている。預言者ム
ハンマドは『クルアーン』の文体はサジュウではない、とカーヒンと同列に置かれるのを忌避した。
とはいっても自ずとそうした文体になってしまうほどに、意味を伝え、理解を深め、暗記するに容
易な聴衆を魅了する表現法は他にはなかったのである。預言者ムハンマドが文盲であったことを考
え合わせれば、この妥当性はさらに高まろう。ジンとカーヒンの関係性については第 2節で述べる。

1 － 2 － 2　預言者とサジュウ

　サジュウは文字の確立、書の伝承が生まれる前は、散文においては記憶の共有・継承という意味
でも最善の手段であった。あらゆる伝承には韻と律が伴う句や文が使用された。まだアラビア文字
が確立していなかった段階の時代、口頭伝承が中心であって、文字資料にしても口承性の確認ぐら
いにしか役立たなかった。こうした口頭伝承が息づく文化環境の中で、イスラムが誕生し、聖典『ク
ルアーン』がその背景で編まれることになる。従ってこうした環境にマッチする体裁を採って『ク
ルアーン』の聖句は説かれ、信徒には理解される必要があった、否、そうせねばならなかった。例
え神からの言葉と唱えても、一般人には理解されないはずである。それは言語のコミニケーション
とも大いに関与し、意味を伝えると同時に、言葉の響き・韻・律動なども伴った文体として発露さ
れることになる。それがその社会に既に存在する表現形態と類似した体裁を採ることになる。そう
しなければ、一般民衆への啓示の訴えとしての手段とはなり得ないからである。これ故にいきおい
サジュウと同類の言語形式になった。
　そのため『クルアーン』の言語形式はサジュウではあるのか、それとは異なるのか、イウジャー
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ズ（I‘jāz奇跡性、無比性）との関連性はどうか。と絡めてしまうと、その領域の深みにはまって
しまう。ここでは『クルアーン』の文体をサジュウに隣接する詩の脚韻との相関について、第 3節
以下で述べてみる。

1 － 2 － 3　イスラム期以降のサジュウ
　622 年のイスラム誕生、632 年の預言者の亡き後、カリフたちがウンマ（イスラム共同体）の体
制を整え、統率して、イスラム地域を拡大していった。非アラビア語文字圏の信者にも『クルアーン』
理解を必須としたために、外国人にも習得できるアラビア語の文法確立と『クルアーン』の教義や
儀礼の文化的背景の事情を把握する必要があった。アラビア語の威力は口語の段階から文語の、文
法学の完成に向かわせた。口語・文語ともにその習熟熱を増していく中で、書簡類の普及が修辞学
を発達させるのは必然であった。『クルアーン』研究は先ず言語学を、次いでイスラム法学を、イ
スラム神学を発展させた。宗教共同体の統率としては、広大な領土の維持発展のためには行政、軍
事の組織化も急を要し、官庁の体制化がすすめられ、官僚群の出現を見た。秘書や書記、判事、会
計官、など文書の携わる役人も重要な役割を担い、アラビア語研究の研鑽と隆盛を伴い、深化と分
化を生んでいった。文法学の精緻化、修辞学の多様な発展を促した。
　サジュウは新局面を迎えた。かつてはサジュウを表現媒体としたその神憑

がか

り職能集団、サジュウ
の担い手たちは古い時代ほど多種多様に活躍の場があった。最もポピュラーな存在であったジンの
触霊や憑依も、また異教的・多神教的信仰・儀礼も関連付けられて複合文化を持っていたわけである。
それらすべてが許容されなくなった。唯一神のもとイスラム化の後となっては、霊能者集団はジン
や霊的の影響力を失って、異教的呪力も禁止されて没落して行った。口頭から書き言葉への変化も
これに輪をかけた。アラビア語の文字・文法の確立・発展が公の世界では急速に推進された。聖典
『クルアーン』の異本やキラーア（『クルアーン』読誦）の異説の拡散を防ぐためにも、欽定本を作
成する要に迫られ、一字一句の正確さが文法の厳格さを要求した。聖典『クルアーン』だけではな
い、口頭で行われていたサジュウ他の伝統的民衆宗教的文化の曖昧の闇を消して行った。イスラム
世界となっては、カーヒンは公の世界では活動できない存在となった。それでも限られた裏の舞台
で、失せ物探しとか占い、旅行や商売および縁組の吉凶日、口寄せとか、生活に密着した領域で細々
と存在していた。
　イスラム最初期は預言者の意向もあってサジュウは嫌われていた。それまでは口語中心であった
サジュウ体も、文語体の中に身をさらすこととなった。霊的世界に代わって今や文語中心のの世界
の散文体としての新たに生きることになる。そうしたイスラム勃興期においてもサジュウを用いた
事例があった。歌謡文化に詳しいアガーニーの書として知られる『歌の書』の作者イスバハーニー
は、サジュウの用いられている分野を明らかにしている［Aghānī III 6］。またムハドラム（イスラ
ム勃興期預言者の生と前後する同時代人）の詩人ナービガ al-Nābigha al-Ja‘dīyaは散文挽歌におい
てサジュウを用いていたことを『歌の書』は述べている［Aghānī XIV 3; Khallikān I 456］。ジャーヒ
ズは第 1代カリフ アブー・バクルの時代には、カリフの面前で説教師がサジュウを用いてフトゥ
バを行ったが、何の反対もおきはしなかったこと、それに関連した他の事例も述べている。さらには、
預言者ムハンマドの生前においても、すでにハティーブ（説教師）サフバーン Saḥbān ibn Wā’ilによっ
て、後に彼のフトゥバ khuṭba（説教）集が記録された中で、いくつかの説教で使用されていること
が明らかになっている［Bayān I 111］。
　ヒジュラ 1世紀の間の中ですら、サジュウ使用は既にその存在を明らかにしており、特にイスラ
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ム教においてモスク（礼拝所）の機能は弁舌においても多用面で活用されることとなった。モスク
での礼拝時にフトゥバ（説教）を行う制度の導入は、日常生活での説法とは大いに異なる機能を助
長した。さらにはモスクの機能もサジュウを助長した。モスクは礼拝時にはハティーブ（説教師）
のフトゥバ（説教）を定期化しただけではない。加えて、集会所、演説所として、さらには教習所
や学校の機能を果たした。そこでの説教や演説は専門職の者だけでなく、首長や指導者、将軍に至
るまで弁舌の巧みさが要求され、研さんを積まざるを得なくなった。
　書物が活用される時代になると、資料は飛躍的に多くなる。より高度の技術に心を砕く者は、通
常よりも一歩先への前進を目指した。独特の技巧を増した高度の表現や文体として開拓されて行っ
た。そうした弁論の技巧の中にサジュウは、かつては語りの、音読の威力の主体であった中で、文
語の世界におのずと姿を顕わしていた［K. al-Amālī II 73］。
　サジュウは口頭ではハティーブ（演説者、特にモスクでの説教師）、ワーイズ（辻説教師）、ファキー
フ（『クルアーン』などを詠み、解説を行なう辻師）、ラーウィー（伝承・語りを主として語り聞か
す人・講釈師）、カッサース（宗教説話・物語の語り手）など口頭領域に関わる職種の人々はサジュ
ウの技芸をも混ぜ込んで訴えていた。この効果は「音」の領域から「文字」としての書かれる領域
まで波及した。官僚や書記階級が認

したた

めるリサーラ（書簡）類である。書かれた物であるから、資料
の参照と推敲の余裕があり、相当高度の発展を見た。リサーラ（書簡）類も基本的には公に詠まれ
る性格を持っていた。と言うのもカリフや大臣、地方支配者、将軍など様々な職務の長官に当てた
リサーラは公に読まれる筋合いのものだったからである。各地からもたらされる情報、さらに戦勝
報告なども凝った文体で書に認められたものであった。
　公官庁の役人もまた文書のやり取り、記録の保存などで記述において修練、研さんが積み重ねら
れていった。書記官だけでは無い、会計官までも含めた官庁や私事にわたる代書屋にまでその風は
及んだ。ウマイヤ期には書記を勤めていたアブドルハミード ‘Abd al-Ḥamīdはサジュウも含めた散
文の技巧を大いに高めた。こうして書記の技法の手本を示した。そうした中で、詩の技法も採り入
れて散文体の中に修辞を入り込めて散文の水準も引き上げられた。リサーラ（書簡体）の領域も様々
なバラーガ（修辞技法）が試行錯誤を経て、水準を上げて行った。
　10 世紀後半には、ブワイフ朝のイブン・アミード Ibn al-‘Amīdはサジュウの研鑽にも励み、アブ
ドルハミードが作り出した公文書の技巧的スタイルをさらに発展させた。書簡体文学に通じている
文人サアーリビー Tha‘ālibīはいみじくも言っている、「書簡体の歴史はアブドルハミードに始まり、
イブン・アミードで終結する」と［Yatīma III 3］。すなわちイブン・アミードがこのリサーラ（書
簡体）を極めたことを告げている。この後に続くタウヒーディー al-Tawḥīdīやイブン・アッバード
Ṣāḥib ibn ‘Abbādによって単に公文書のみでなく、私的な書簡や交信のスタイルにもなって知識人・
教養人の学び習得する地盤が出来上がって行った。一方口頭の方でも説教（khuṭba）の分野でイブン・
ヌバータ Ibn Nubāta（374/984 歿）が出て、サジュウを用いた見事な演説を行い、宗教訓話、復活
と最後の審判、来世観などを主題に聴衆の心をとらえて感銘を与えた。
　こうした中で一方では、サジュウも用いずに、平易な文体で素養や教養を訴える文人の一団がい
た。こうした一派は文化の発展を目指して散文で知識・教養のアダブ文学を推進していた。イブ
ン・ムカッファウ（757 頃歿）によって開拓されたアダブ文学は、さらにイブン・クタイバ（889
歿）らによって推進されて行った。ジャーヒズ al-Jāḥiẓ（868 歿）は『けちんぼ共』al-Bukhalā’や『動
物の書』Kitāb al-Ḥayawānなどを書いて博識ぶりを発揮して、アダブ文学の推進者として人気のあっ
たひとりであった。しかしこのジャーヒズですら、美文家や修辞を心がける文人や学者からは避難
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の槍玉に挙がっていた。Bayānなど修辞学のなどの書物を書きながらも、自ら韻文散文の磨きを実
践しておらず、サジュウや他の修辞学、詩学に詳しい学識者からは、逆にその文章の文体の幼稚さ
を非難されている。
　本書の作者アル・ハマザーニーもその一人で、本訳第 15 話ではわざわざマカーマの題名にも
「ジャーヒズのマカーマ」として、次のように批判している；「そこで我々はアル・ジャーヒズのこ
と及び彼の弁舌について、弁証術における見事な技法と彼のスンナ（常套的手法）、および我々の
彼に関する知りうる情報について掻

か

い摘
つ

まんで話した。するとこの人物（主人公）が、「どの領域
にもその道の達人という者が居るもの、どんな状況にもそれに相応しい格言があるもの、またどん
な家にも住民は居るものだし、どんな時代にもジャーヒズは居るものだ。詳しく調べさえすれば今
まで抱いていた観念が誤りであったことが分かるはず」と言うではないか。さあ大変彼に対して一
座の者すべてが否定の犬歯を剥き出しにし、軽蔑の鼻を突き上げたものである。私も嘲りの笑いを
見せたものの、彼の内に秘めたものを引き出したかった。そこで彼に声を掛けた、「あなたの持論
を我々に開示してください、もっと詳しく！」。男は弁じ始めた、「ジャーヒズは確かに修辞の一方
（散文）では結実を見せた、だが他方（韻文）では足踏み状態であった。修辞の達人とは散文を物
するにいささかの短所も見当たらず、その述べんとするところを韻文で編むことに過不足なく表現
できる者のことです。じゃあ、諸君に訊ねますが、ジャーヒズが素晴しい詩作をしたと考える人が
いますか？」．一同は、「いいえ」と答えた。男は続けた、「ではジャーヒズの散文について考えて
見ましょう。彼は比喩の使用には疎

うと

く、隠喩は少ないし、極めて直接表現に近いものです。彼が使
用するのは素裸の語法だと評し得ましょうし、彼が疎

おろそ

かにしていたのは婉曲な語法であってそれを
避けて通ったと言えましょう。じゃあ、皆さんに訊ねますが、ジャーヒズが技巧的な語法をしたと
か、既に周知である以外の新奇な語法を用いたというようなことを聞き及んだ方はおいでかな？」。
一同は、「いいえ」と答えた。……」（以上は拙訳第 15 話、前号 295 頁）。
　アル・ハマザーニーは、書簡体を様々な独創的視点から試作して、教養人を讃嘆させて「バディー
ウ・ッザマーン（時代の驚異）」の名を恣

ほ

しいままにしていた。そしてその書簡体を生かした形で、
それ以外の散文世界に、新たな領域を説話スタイルを取って開拓を進めようとした。サジュウを駆
使して新たな散文の極致として誕生させたのが『マカーマート』文学であった。10 世紀末のこと
であった。物語類の一ジャンルといえようが、明らかにそれまでの通俗的なものと異なる。『クルアー
ン』や『ハディース』の解説、学術書、歴史もの、英雄譚、恋愛物語、奇譚類、逸話類のような平
易な散文ではない。表現にも内容にも一筋も二筋も込み入らせたものを盛り込んで誕生した。主人
公と語り手を配し、放浪しながらマカーマ（人の集う所）に出てはさまざまな詐術を弄して金品を
得てその日を凌ぐ。偶然居合わせた語り手がその出来事を伝える、文体を散文サジュウで統一し、
訴え所、最高潮に達した所は韻文詩で盛り上げると言うスタイルで一話のマカーマが形作られ、そ
れが集まって『マカーマート』作品となる。飽くまで語り手によって朗詠される、それが前提であ
る。平易で陳腐な通俗ものに飽き足らなかった知識人・教養人に驚嘆と絶賛を持って迎え入れられ
た。創作者であり開拓者であったアル・ハマザーニー（398/1008 歿）の作品の中では、まだマカー
マ文学のスタイルとしてはサジュウは作品ごとに異なり、思い出したように部分的に採り入れらた
り、全くサジュウが欠落していたりして未だ確定されてはいなかった。主人公と語り手、さらに主
人公が活躍する本舞台と語り手に正体暴露されてしまう裏舞台との設定、さらには稼ぎの手段と稼
ぎがあったのかどうか、という予めの設定がまだ定まってはいなかった。
　しかしアル・ハマザーニーの作品を模範として『マカーマート』を大成したアル・ハリーリーは
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その新しいジャンルの基本的スタイルとしてサジュウを確定し文体として定着させたのであった。
語りの設定であったから、散文ではサジュウ体を、盛り上げの部分では韻文をうまく取り入れて文
学領域とした。サジュウは当時は有識者や知識階級のサロンや会合では、語る時にはごく普通にな
されていたことが、ハリーリーの作品自体の中に反映されている：「……ところで（長老を含めた
一同を招待した）この邸の主人は長老の（吟じた）詩、そのサジュウ（sajʻʻ）に耳を傾けていた。
そしてその（詩とサジュウに籠められている）頌讃と風刺（sab“）にいたく感動していたため、こ
のホストは長老を己の栄誉（karaamah）の座席に（招いて）坐らせ、己の主賓の席（takrimah）の
主席へと誘ったのである。そうして……」（ハリーリー作『マカーマート』第 18 話より拙訳）。こ
の描写のように、日常での嗜み、会話技法への浸透も垣間見られるほどに一般化したのである。
引用部ローマナイズ部がサジュウの 2 連のイジティジャーウ（対句）部分 saj“/sab“；karaamah/
takrimahである。
　なお彼の時代までのサジュウを用いた古今の事例を「サジュウの章」としてジャーヒズ（868 歿）
は Bayānの書［I 274f.］のなかで豊富に挙げているので、参照されたい。

2.　カーヒンとジン、憑依関係について
　サジュウを表現媒体としたその職能集団、サジュウの担い手であった職能集団については、プレ
イスラム時代では口頭の表現媒体であった。またイスラム期以降ではそれに加えて、文語がその中
心的表現媒体となった。前者はカーヒン（巫者）及びハティーブ（説教師）たちが担い、後者では
ハティーブ達と同時にカーティブ（書記）ほかアディーブ（文人）たちが担って発展させていった。
ここでは古い時代からサジュウの担い手であったカーヒンを観ていってみよう。

2 － 1　カーヒンとは；

　イスラム前の時代に、大は国家的・民族的・公的行事や政
まつり

ごと、小は失せ物探しや呪いごとなど、
自ら決断できないこと、未知なこと（生まれた赤子が自分の子かなど）、相談事、呪いや傷病など
をある超絶した能力ある職能者に頼った。様々なこの種の類の職能者についてはマスウーディーの
『黄金の牧場』第 2巻 144 頁以降に詳しいが、そのいくつかを簡単に述べておく。その最たる者が、
巫事や占い事を職業とする霊能者集団であった。カーヒンがその代表ではあったが、他にも職能者
が存在した。そのいくつかは古代オリエントの伝統を残すものであった。星の運行から推測するム
ナージム（munājim星占い師）。判断の付かない夢を見た者の夢解きを行うラーイー（rāʼī夢占

うら

師）。
鳥を観てその種類、鳴き声、飛んで行く方向などで、また自ら鳥を飛ばしてその飛んでゆく方角で
吉凶を占う鳥占

うら

。鳥占師のことはザージル（zājir）とかアーイフ（‘ā’if）、ムタアッイフ（muta‘ayyf）
とか言った。現場の痕跡や足跡を読んで、それが何であるか当てたり追跡を行うカーイフ（qāyif

跡読み師）。サイコロのように石を投げたり（ṭaraqa打つ）、配したりして占いを行うターリク（ṭāriq

石占師）。砂をばらまいたり、砂にサインを書いたり、盛り上げて崩して読み解くラッマール（rammāl

砂占師）など。石占師や砂占師はふつう女性の方が信頼された。これらの職能者は何らかの物的・
形象的手段を用いたり、頼ったりするため、能力や精神分析力が強い方では無く、どちらかという
と憶測や蓋然性に頼るとされている。これに対してカーヒンと同じく他の霊能集団があった。アッ
ラーフ ‘arrāfと呼ばれる存在である。アッラーフは「予見者・予言者」とされて、カーヒン同様呪
物は用いない。一説にはカーヒンは「未来を予言する」のに対し、アッラーフは「過去を語る」と
され、一種の「口寄せ」とも見られている。カーヒンと霊能儀礼が類似しているアッラーフは、ジャー
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ヒズやマスウーディーの書でも、カーヒンではないと明確に区別されている。アッラーフとしては
アズド族のアブラク al-Ablaqとか著名な名前が挙げられている［Mas. II 154–55］。筆者の推測する
ところカーヒンとアッラーフは三点で両者は区別されているように思える。予見能力及び直覚力の
相違（例えば依頼者がその内容を打ち明る前に、カーヒンはその依頼が何であるかを正確に言当て
る能力が必要であった）。超自然的精霊（詩人に憑くライーもその一種であり、更に悪魔的霊なら
ばシャイターンと呼ばれる）との交霊の有無。そして韻を含んだ簡潔で緊迫さを伴うサジュウ文を
伝達・表現形態としているか、以上の三点である。

2 － 2　名立たるカーヒン達

　数多くのカーヒンの名が古典の中に記されている。例えば、シャーヒズのBayān『説明と証明の書』
の中には「カフターン族のカーヒン」他について［I 274 f］が、同著書の『動物の書』の中には「ラ
イーと交霊のあったカーヒン」についてが、またマスウーディーの『黄金の牧場』の中には、ギリシャ
時代からのカーヒンの跡付けがそれぞれ記されている［II 154 f］。こうした列挙される名前の中で、
どの書にも必ず記され、ジャーヒリーヤの時代のカーヒンの代表と目されるのはシックとサティー
フであった。
　さて、それでは巫者、占い者としてのカーヒンとはどのようなものであったのか、もう少し具体
的に何人か例をとって観ていくことにしよう。
　①　シック Shiqq：この人物はカーヒンともジンとも曖昧性が付きまとう。ジン的要素も濃厚で
ある。カーヒンとしての人間ならば、出自は次のように辿られる。Shiqq ibn Anmār ibn Nizār、即ち
父の名がアンマールで、祖父あるいは部族名がニザールであると。シックとは「物の半分、片割れ」
の意味で、多分に綽名である。人間の姿をしているが、体全体が半分しかないのである。脚も手も
片方がない異常な形姿をしていた［Ḥayawān 206］。シック（半分、半割、半身）と云うのは綽名であっ
て、彼がこう呼ばれた経緯も通常ではないカーヒンの風態の一例を明らかにしてくれている。別説
ではシックとは、既述のライーとは大いに異なり、砂漠をゆく旅人を悩ます性悪なジンの一種のこ
とである。そして旅人が、特に一人で旅をしている折などを狙い、驚かせ、怖ろしがらせたり、時
にはなぐりつけ、殺してしまうこともあるというジンなのだ。そしてこのジンは人間の姿を半分とっ
ているとされている。カーヒンとして著名になったイブン・アンマールは片目、片手、片足という
奇妙な「半人」であった。そのために、「シック」と綽名されるようになり、いつしか本人の名前
まで忘れ去られてしまうことになった。彼のカーヒンとしての事績はサティーフの中で述べよう。
　②　サティーフ　Saṭīḥ：サティーフは綽名で、本名はラビーブ・イブン・ラビーア Rabīb ibn Rabī‘a 

ibn Mas‘ūd ibn Māzin ibn Dhi’ibである。サティーフ Saṭīḥとは「傷いて倒れたもの、ちんば」の意
味である。やはり上記のシック同様、サティーフもまた異常な形姿をしていたことになる。彼の体
の状態は『黄金の牧場』の中では「ちんば」どころではなかったようだ。その書によれば、サティー
フの身体には頭蓋骨を除けば、骨らしいものがなく、ちょうど衣服を折り畳むように自分の体を折
り曲げることができ、衣類から頭が乗っかっている形状であった。さらに骨らしく輪郭をとる頭蓋
ですら他人が手でも触れようものならばグニャグニャになってしまう程だったという。このようで
あったから普段は、倒れるようにまたちんばのようにおぼつかなく歩いた故に、サティーフとの
綽名を頂戴していたのであろう。シックと同時代人であったらしく、カーヒンとして同盟（jamra）
を結んで協力していた。カーヒン（巫者）として、予言能力があり、目に見えないもの、失せ物を
見つけ出す特異な才能があった。
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　イエメン・ヒムヤル族伝承において、イエメンの故地がアビシニアの勢力に支配され、苦しめら
れていた頃、予言を行っていたとされている。彼は王に対して予言を行う：「いずれこの苦難を救
いだす人物が出よう。ヒムヤル族の中の王家ズー・ヤザン Dhū Yazan家の者からが出よう」と。そ
してこの予言は当たる。実際英雄サイフ Sayf ibn Dhī Yazanが出て大いなる冒険の後、エチオピア
軍を追い出し、王家の再興を果たす。
　シックとの二人にまつわる有名な占筮として以下の話が伝えられている。イエメンのトゥッバ族
の王が不吉な夢を見たので国中のカーヒン、サーヒル（魔術師）、アーイフ（鳥を用いる占い師、
先のザージルの一種）、ムナージム（占星術師）を招いて、夢判断をしてもらう事とした。自分か
ら夢の内容を打ち明けてしまうと、占い師達はいい加減なことを言う恐れがある。そこで、一人一
人別々に王がどんな夢を見たか言わせたところ、誰も王の夢と合致する内容を言い当てる者はな
かった。そこで占い師の一人が王に、シックとサティーブを招けば正しい夢解きができるであろう、
というのもほかのどんな占い師、巫者よりも二人は超能力と知識を持っているから、と進言する。
そこで王ははるばる二人に使いを出し、招聘する。最初に到着したのはサティーフで、彼に王は自
分のみた夢の内容を言わせたところ、全く合っていることが分かり、そこで夢解きを命じ、王の国
の未来を知るに至る。次に遅れてきたシックに、王はサティーフと同様の質問をしたところ、シッ
クの答えはサジュウ（押韻散文）で表現こそ違え、殆ど同じ内容であって王を驚嘆させた、という。
　サティーフについては、不可視のものを見つけ出す超能力者としてハリーリーの『マカーマート』
の中にも登場する；あの娘と一緒に、長く共に楽しく過ごすことは、わしの（人生の）反映（を導
く）首を飾るものであった。それ程であったから、わしは彼女の顔にヴェールをかけて、太陽から
も月（qamar）からも見えなくし、また夜の閑談（samar）の席の話題からも（一切）この娘のこと
には触れないようにしたものである。ところがいくら心配（uliiHu）してみても、夜の微風（riiHu）は、
彼女の馥郁とした香りを乗せて外に漂うてしまうもの。あるいはサティーフ（SatiiHu）のように
あの娘が（暗がりにいて人から見えないと安心し切っていても）、不意の（muliiH）稲光のまばゆ
い一閃があの娘の全貌をさらけ出してしまったこともあったのであろう［Har. 18話 注 14, 23; Mas. 

II 175–76］。
　③　ザリーファ・アル・ハイル　Ẓarīfa al-Khayr：またこうした男性カーヒンに劣らず女性であ
るカーヒナ kāhinaも当時は霊力を持っていた。上述したシック及びサティーフに関連して、ザリー
ファと呼ばれるカーヒナがしばしば聞かれる。アズド族の支配者ムザイキヤーウMuzayqiyā’の妻
であった。彼女はジンとの交霊においては一番親密であって、イエメンのサバ国のマアリブのダム
の決壊を予言して有名である。アズド族はイエメンのサバア（北東マアリブ地域）を領し、ダムを
管理し農業を発展させ繁栄していた。しかしザリーファはある時ダムの崩壊するのを夢で見た。そ
こで夫にそれを告げて、ダムの現場に行かせた。実際ネズミ（実はモグラ）が土手に穴を開けて、
修復不能の段階に達していた。ダムの決壊後、アズド族は四散して遊牧民となっていった。彼女は
ダムの決壊後、「サバーの如く四散した」と諺となったこのアズド族と行動を共にして、北方に旅立っ
た。そして必要に応じて部族のために託宣を行っていた。アズド族が四散して西の方ティハーマに
向かった支族はアズド・サラート Azd al-Salāt、またアズド・シャヌーア Azd Shanū’aとなった。東
の方オマーンに向かって定着したのがアズド・オマーン Azd ‘Umānであった。そして北方に向か
いヒジャーズで勢力を持って棲み付いたのがフザーア族であり、メッカと覇権を争った。ヤスリブ
（後のメディナ）に住みつきそこでユダヤ人を支配し、預言者を受け入れたのはアウスとハズラジュ
族であった。さらに北方に進みヨルダンの一帯を支配し、ボスラーを首都に王朝文化を気づいたの
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がガッサーン族であった。ザリーファはメッカの覇権を争っていた頃はまだ健在であった。彼女は
メッカを支配するジュルフム族と係争中に予言を得て、判断力のある賢者が啓示を下されたとして、
「顎幅の広い雄ラクダを選び採り、それを屠って祈りなさい。ジュルフム族ならびに神聖な家（カ
アバ正殿）の近隣に住む人たちの土地はあなた方のものとなるでしょう」。こうして予言が当たり、
彼等はメッカ周辺に住む有力部族となった。
　また一説ではシックとサティーフとは近親関係にあり、己の死に際し彼女にとり憑いていたジン
を、唾をかけて、二人に乗り移らせたとも伝えられている。
　ザリーファẒarīfaは別説では二通りの読まれ方があった　ひとつはタリーファṬarīfaで、他はトゥ
ライカ Ṭurayqaであった。いずれも子音点と母音の読まれ方の違いである。タリーファ Ṭarīfaはザ
リーファの最初の子音 ṭに子音点が付いた／ẓ／になったものである。またトゥライカ Ṭurayqaの
方はこれに加えて、子音点一つの fが二つの qになり、更に指小辞形の母音の読まれ方に変わった
ものである［Mas. II 167–70］
　④　ウファイラー　‘Ufayrāʼ：同じイエーメンにはヒムヤル系のカーヒナ（女占い師）がいた。
他の誰も解けなかったヒムヤルの王マルサド（Marthad）の謎の夢を解き明かし、その報奨にラク
ダ百頭を得たことが知られている。
　⑤　ザブラー　Zabrāʼ；ムフラ族のザブラーは奴隷女ながら占い師・巫女として有名になった。
バヌー・リアーム族のフワイラの所有であった。カーヒナ・ザブラーは、部族の男たちが婚礼の祝
宴を張っている時に、敵部族ダーヒン族が夜襲を掛けてくると警告を発した。ザブラーを信じた者
は早々に引き揚げたが、信じなくて祝宴に留まったものは襲撃を受けて殺されてしまった。またカー
ヒナ・ザブラーについては、イブン・ヒシャーム著『預言者伝』に記されており、新たな預言者が
顕われるであろう、とムハンマドの出現を預言している。
　⑥　ウッザー・サルマ　‘Uzzā Salma：ウシャラー部族（Banū al-‘Usharā’） のウッザー・サルマ
というカーヒナがいた。カフターン族の中では最も強い超能力を備え、サジュウ文をも巧みにこな
したと伝えられ、当時のアラビアの神々の中で最も勢力のあった三神の一つのウッザーと呼ばれて
いたことが知られている。ウッザー・サルマのサジュウ文もまたよく知られている。彼女のサジュ
ウ文は第 5節で［事例 1］として分析しよう。
　⑦　マッムール・ハーリスィー　al-Ma’mūr al-Ḥārithī。本名としては他にも、アル・ハーリス・
イブン・ムアーウィア（al-Ḥārith ibn Mu‘āwiya）或いはムアーウィア・イブン・アル・ハーリス（Mu‘āwiya 

ibn al-Ḥārith）とも言われている。ハーリス族の出。ハーリス族はカアブ族の支族、カアブ族はマ
ズヒジュ族の支族であった。騎士としてもマジヒジュ族の中でも有数で、しかもカーヒンでもあっ
たことが知られる。マッムール・ハーリスィーのサジュウ文は［事例 2］として、第 5節で分析し
ておいたので参照願いたい。

2 － 3　カーヒンに乗り憑く精霊ジン

　憑き者としての精霊ジンとその精霊に憑かれる者であるカーヒン（巫者・占者）について触れて
みる。アラブの世界では最もポピュラーな存在である精霊ジンの才能をここでは述べることにもな
ろう。ジンは「不可視の紛れ者」jinnの語義そのもので、思考力を持つ創造物として人間と共に現
世を共有して生きる。「声はすれども姿を見せぬ」という意味でハーティフ（hātif＝現今では「電話」
の意味）とも言われることもある。言語表象の世界においては、詩人や歌人、カーヒンをはじめと
する巫者などと交渉を持つことから広くポピュラーである。ジンとの交流については、伝承や逸話
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の資料やまとまった知識をアラブは集積して持っている。ジンは人間よりも智才や天分に長けてい
るという考えも、アラブには一般に受け入れられている俗信であった。それ故、霊的能力と関与す
る言語媒体や技能能力の領域においては、文学や音楽、文体、修辞学、詩法、話法といった人間に
とっては修練の要する習得に困難を伴う領域、高度な学問分野も、彼らにはそれ程苦とする技芸で
はなかった。こうした精霊ジンの才智に関して具体的例証は、それが乗り移った人間によって示さ
れ明かされることになる。
　ジンが有能者に乗り移って、その憑依された者の能力を飛躍させたという俗信は今に至るまでア
ラブは信じてやまない。カーヒンの表立った活動がイスラム以降停滞することになるが、その後
は、精霊としてのジンは主として詩人に乗り移って、詩才を高揚させたという。そうした詩才に
長けたジンを特にライー Ra‘īと言った。ギリシャ世界のミューズである。触霊感覚に最も鋭敏で
あった詩人の何人かは自己と一体となって詩作を助けてくれるジンのライーの蝕霊の瞬間を感知で
きるものもいた。実際詩人たちの何人かは、感覚が鋭くジンに乗り移られた時、作詩が吹き込まれ
た時の直覚があったらしい。こうしたマッス（mass触霊感覚）に最も鋭敏であった詩人の何人か
は自己と一体となって詩作を助けてくれるジンの名前すら知っているものもいた。プレイスラム
期の漂泊の歌謡詩人アーシャーは自己に乗り移ってくるジンを承知しており、ジンの名を「ミス
ハルMiṣhar」と呼んでいた。またムフビル al-Mukhbilと云う詩人にとりついたジンの名は「アム
ル ‘Amrū」との名であると言った。イスラム期以降でも、預言者の護教的詩人として知られるハッ
サーン Ḥassān ibn Thābit に乗り移った精霊の名はフーフ「Hūh」であった、と伝えている。また 8
世紀前半の詩人アブー・ナジュム Abū al-Najmやウマイヤ朝の代表詩人ファラズダク Farazdaqは自
己のジンのことを詩に歌ったりしている。（詳しくは『ハーフィズ・イブラーヒーム詩集』［Dīwān 

Ḥāfiẓ Ibrāhīm: Cairo, 1992］の編者M. al-Muwaylihiの序文Muqaddima p. II–Vを参照。）近代の大詩
人アフマド・シャウキー Aḥmad Shawqīが詩才を生かして編んだ韻文戯曲 『マジュヌーン・ライ
ラ』Majnūn Laylāの中でライラ狂いの主人公カイス Qaysにとりついたジンはアムウィー「al-Amuwī」
の名で登場する［Aḥmad Shawqī: Majnūn Laylā. Cairo. n.d.第 4幕目参照］
　更に詩人に限らず、歌謡人でも超一流になるとジンにマッス（蝕霊）されそれに共感し、才能
を高める者もいた。中には己に乗り移るジンの名が分かっており、公然と知らしめる者もいた。
アッバース朝の代表的歌人イブラーヒーム・モウスリー Ibrāhīm al-Mawṣilīのジンはアブー・ムッ
ラ Abū Murra（辛苦い者の父）の名で知られている［W. Lane: Arabian Society in the Middle Ages, pp. 

169–71参照。］
　ジンの才量がどれ程のものであるか、マアッリー al-Ma‘arrīの著『赦しの書簡』Risāla al-Ghufrān

の中の天国のジンの長老の語りが明らかにしている；「人間が作詩するワズン wazn（律動形式）は
せいぜい 15 種類にすぎないだろうが、我々ジンのワズンは人間のあずかり知らぬ何千と云う種類
がある。人間の作詩する量など、ジンの幼児のその足元にも及びはしない」［Abū al-‘Alā al-Ma‘arrī: 

Risālat al-Ghufrān, Cairo (Dār al-Maʻārif), p. 291］。ジンの微細なまでの多才な描写は、著者マアッリー
が盲人故に一層の説得力を窺わせる記述である。上で述べた A. Shawqīは戯曲『マジュヌーン・ラ
イラ』の中ではさらに、ジンの助けを借りないで、主人公カイス Qaysに作詩をさせる設定をさせ
ている。実際作詩させたところ詩趣も韻律も物足らない凡凡たる駄作しかできずに、結局主人公マ
ジュヌーンに己に憑くジン無くしては真の秀でた詩作は不可能であることを認めさせている。
　またジンの詩に対する能力性がこれほどであるから、ジンの歌謡人・歌手に対する執着の程度が
自ずと知れよう。歌の世界でも、その技芸や歌唱力の並々ならぬ才能は精霊の憑依によるとされた。
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　ウマイヤ朝の初期には大歌人ガリードがいた。この歌手はジンとの交流を持ち、ジンから詩歌の
伝授を受けているとの風評はヒジャーズ地方に広まった。歌手ガリードにまつわる有名な話として、
彼はジンに歌を習っており、さらにジンの禁じていた歌を歌ったためにジンに殺されたという逸話
がある。ある巡礼団がメッカに近づいたころ、一団の中から、これ以上美しく、聴く者の心を動
かす（ashja‘）声は他に無いくらいの美声が聞こえてきた。一団の者は全てその声に耳を傾け、そ
の素晴らしさに驚嘆した。「あの歌声の主は誰か？」の問いに「ガリードです」との返事があった。
同じくガリードの歌を聴いていたメッカの住人が、次々とこの巡礼団を訪れてきて語りかけた。
　「全く今日となっては、ガリード程の名手をわしらは知らぬ。巡礼行をなしているあなた方に歌
を歌って、あなた方を魅了し、足を釘付けにしてしまったのだからねえ」
　そこで一行はガリードに事実如何を尋ねると、彼は事実だと答えた。彼らは自分たちにもう一度
歌ってくれるよう無心すると、彼は快諾して、彼らのもとを離れ自分の歌う姿が誰にも見えないと
ころへ行って、ガザル詩の第一人者ウマルの詩を朗々と詠じた：
　　おお早朝に／勤め行く／巡礼者よ、
　　　　　　　　　ティハーマでの／カアバ参拝を／果たし来たるか……
そして彼の声は聞き入る一同には反復して聞こえてきたのだが、反復して聞こえてきた声のほうが
前のより一段と美しく聴き取れた。そこで一同は声を上げた、「ジンの一団が巡礼に来ているのだ！」
と。ジンの中にはムスリムも非ムスリムもいて、ムスリムの中でも信仰深いジンは、巡礼に人間と
同様参加するといわれている。ガリードの歌に聞き入っていた者たちは、反復して聞こえてきたそ
れがジンの歌っている声だと思ったのだった。ジンは詩や歌は言うに及ばず、享楽的才能は人間の
比ではなかったといわれている。
　さらに先に述べたアッバース朝の代表的歌人イブラーヒーム・モウスリー Ibrāhīm al-Mawṣilīの
ジンはアブー・ムッラ Abū Murra（辛苦い者の父）の名で知られている。そして彼に取り憑いたジ
ン（Abū Murra）と歌合せなどを行っている。それどころかこのイブラーヒームはその才能をジン
と争ったとの逸話がある。彼の相手は気品高い老人に化けた己に憑いたジンであったが、この歌争
いは『千一夜物語』の中にも描写せられている。
　ジン自身にとっては人間と争って勝った場合問題はない。しかし負けた場合は大変なことにな
る。自ら退いて、とり憑くことを止めることになるのならば、優しい「憑き者」である。また詩芸
の禁句や禁じ手を果し、もし犯したら殺すと約束させるか、はなはだしい場合にはそのおぞましい
力で自分を凌駕するその超天才を殺してしまうことすらあった。アタブ Adab（教養）の書物の中
に散見せられる「ジンに殺された者」との項目で扱われる技芸の達人はこのような類例の人々で
あったといえよう。ジンと才能を競った天才も何人かいた。もっとも有名な一人がプレイスラム期
の詩人アルカマ ‘Alqama ibn Ṣafwānである。彼には、上に述べたカーヒンと同名のシック Shiqqな
るジンが憑いていた。ジンのシックと才能を競ってしまったわけである。アルカマはメッカへの道
中で Shiqqに憑りつかれてしまった。詩興のままに詩作を競っていたが、それで昂じて収まらず殴
り合いになってしまった。詩才では負けない気概を持って争ったわけだが、腕力ではとても人力
では及ぶことが出来ずに反抗したままとうとう殺されて了ったという［Mas‘ūdī: Vol. 2 p. 140–141、

al-Jāḥiẓ: al-Ḥayawān, vol.1 p. 302］。
　ジンはその威力・能力から分類して 4種類に分かれる［平凡社版『イスラム辞典』ジンの項目、
筆者担当］。その他にも砂漠に棲むジンについては拙著『砂漠の文化』の中の「砂の精信仰」pp. 
133–142、及びラクダに変

へん げ

化した人については『ラクダの文化誌』の中の「ジンとラクダ」pp. 445
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–446を参照。さらには半ジン半人と云った類のジンも存在する。『砂漠の文化』では南アラビアの
森に棲むナスナース Nasnāsを紹介しておいた。
　これまでの例証によって「もの憑き」としてのジンと「憑かれ者」としてのカーヒンその他を述
べたが、言語芸術や歌舞音曲に関する能力が如何に己の能力以外の霊感や超能力に負ったものであ
るか、それがジンと言う精霊に具現されるかを観てきた。

3　サジュウと『クルアーン』の文体

　預言者ムハンマドも、ただのカーヒンだ、詩人だと呼ばわりされた。そうした背景の中には、「詩
人」や「カーヒン」の憑依現象が、その当時では具体的な内容が明らかには分かっていなかったと
云う事情も考慮されなければならない。預言者が「啓示を受ける際の状態」とはどんなものであっ
たのか。即ち精霊とコンタクトする際の人間はどのような状態になっていたのか。この憑依現象を
自らは明かさないし、明らかには出来ない事情もある。
　預言者が啓示を受ける時の状態、精霊との憑依の瞬間は次のようなプロセスになろう。即ち
tanzīlのプロセスである：寒気を感じ、冷汗をかいた。さらに激しい場合にはひきつけを起こし、
息苦しさを憶え、窒息気味になった。最も激しい場合には昏睡状態、気絶、失神状態に陥った。こ
のようにして精霊と交感するものは人間の理性や知的属性から離れ、精霊の属性と共感する場へ転
移ないし昇化するのであった。この状態に達した精霊との接触者はいよいよ精霊からインスピレー
ションや知識を授かる役になる。霊感に襲われると諸知覚の離脱が行われる。こうした段になると、
今度は第一人者の語りである。「我ら」が主語となる。そして聴覚に似た感覚のみしか働かず、他
のすべての感覚は麻痺し苦痛となる。そしてすべてが人間性から離れ去った時、その耳につんざく
ばかりの騒音や、金属の打たれるような音や、蜂のうなる声に似た音や、またベルの鳴るような音
が聞こえる。
　詩人やカーヒンだとて憑依の状態は大差があるわけがない。そこで聞こえる音声こそ、天使やサ
タンやジンが仲介者となり、異次元への言語交換者のものであった。この神の原語こそ全人類に共
通である、霊格がその仲介者となり、憑依する各地域語へ変換されるものであった。これがいわゆ
る「異」言葉であった。天使の語りかけがワフユ waḥyであり、サタンの囁きがワスワース waswās

と呼ばれるのも、そうして憑依が音声変換されたものであった。そしてその変換される言語形式は
荘厳さに満ちて、しかも憑依される者への利便を伴う韻律形のものであった。交霊する相手が語り
かけ、霊能者がそれを聞き、再誦し、理解し暗記する。その交霊はほんの僅かの時の間、それも一
瞬の間で行われた。丁度夢見がそうであるように。そしてその精霊達の語りかけが止んだ途端、憑
かれた者は異界から現実へ、人間性の中に戻され、授かったインスピレーション、知識を己の言語
で再現して、公にするのであった。こうしたプロセスを経て生み出た言語表象が、天使と結びつい
た使徒との場合は『クルアーン』に、サタンやジンと結びついたカーヒンの場合はサジュウに、歌
謡人の場合は歌唱力・演奏力に、ライー（ミューズ）のジンと結びついた詩人の場合は詩品となっ
て結実したのであった。人間界においては、こうした言語表象が具体的な形をとる過程で、また世
間に流布される過程で、それぞれは代弁者を持っていた。最古のカーヒンには人々への仲介者サッ
イド（sayyid）がその霊的音声が移されたままをカーヒンに代わって人々に触れ回った。それから
の発展形と考えられる詩の作者には、その伝承者ラーウィー（rāwī）や語り手ハーティブ（khāṭib）
がその役目を果たした。最も後発の異形である預言の憑依者である預言者には、現実世界に暗誦者
ハーフィズ（ḥāfiẓ）、読誦者カーリウ（qāri’）、そして書記カーティブ（kātib）、が担うこととなった。
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　預言者ムハンマドに神の言葉、啓示を伝えたのは、直接神からではなく、天使ガブリエル Jibrā’īl

からだとされている。『クルアーン』は天上に在るウンム・ル・キターブ（Umm al-Kitāb『原書』）
の写しで、必要に応じてアッラーが天使ガブリエルを通し、預言者ムハンマドに啓示されたもので、
預言者自身の作にかかるものではない、というのがムスリムの基本的信条である。しかしガブリエ
ルを始めとする天使達は神によって、光（al-nīr）から創造せられた精霊（rūḥ pl. arwāḥ）なのである。
一方同じ精霊でも煙を立てない火（al-nār）によって創造せられたものがジン（jinn 集合名詞の扱い）
である。サタン shayṭān、これも元を糺せば、天使と同列、ないし大天使であった。が、アダムの
誕生に際し、不遜の態度をとったので天使の位から落とされ、悪性のジン達の主領とされている。
天使達はすべてアッラーの命に従う善良なムスリムであるが、サタンは信者達を悪へ誘惑し、アッ
ラーの道へ進むのを妨害し邪道へ逸脱させる役割を当てられた。そしてジンの類は善良なムスリム
とサタンに追随する不正なジンとに分かれる。いずれも精霊であることに変わりはない。しからば
精霊たちはどんな言葉を話していたのであろうか？
　そして周知のようにジンの超能力の中には、言語表現ことに詩作が巧みであることが挙げられて
いる。前説のマアッリーの発言に見たとおり、その能力は詩人のはるか上をゆくもので、一般のア
ラビア人は往時詩人はジンが乗り移られている、ないしは詩を習っているものと思い込んでいた。
クルアーンの中にも次のように述べられている。「詩人共、彼らは迷妄の者に従う。汝、彼らがあ
らゆるワジに彷徨うを見ぬか、また彼らが己のせぬことを詩に語るを見ぬか」［『クルアーン』26
章 224‒26 節］。この節中に見られるワジとは、この場合には人里離れた砂漠の中の涸河をいい、ジ
ンたちが好んで屯

たむろ

する場所を意味している。詩人にバイト（詩行）として伝えたのは精霊ジンである。
さらに巫者や占い師にサジュウ（押韻散文）として伝えたのも精霊シャイターンないしジンである。
　イスラムの預言者に啓示を伝えたのは天使＝聖霊ガブリエルである、とされている。またこのこ
とから預言者に憑依する天使＝聖霊、もまた精霊であることに疑いはない。すなわち超能力を持つ
同じ霊的存在を憑きものとして、預言者、詩人およびカーヒンなどの霊能者を憑かれ者として、こ
の三者を考察の対象として同じ土俵に立たせることが出来よう。そうすれば精霊の表現法、サジュ
ウの実態もある程度解明できるように思える。精霊の文体・表現法は人間界においては預言者の他
に、詩人やカーヒンなどの巫者の表現文体とも密接に関わっていることになる。
　人間界においては精霊の影響ないし意向は形を伴って具象化される。そしてある特定の人間の中
に帰せしめられる、すなわち憑依するのである。即ち物体ないし肉体表象を持たない精霊は、霊的
交流によって特定の物的・肉体的人間と結びつく。天使は「神がかり」の預言者に、サタンやジン
も「霊がかり」のカーヒンに、ジンは「もの恣き」の詩人に、霊的な場を介して顕現する。この三
者が何如に類似し共通しているかは『クルアーン』そのものの中に記載せられていることで自明と
なろう。ムハンマドが預言者として啓示を受ける状態・憑依現象、及びその結果として発せられる
言辞は後二者と異なるわけでは無い。それ故第三者としてムハンマドが啓示を受けている状態を観
察する者は詩人の憑依現象とおなじであるから「彼を詩人だ」と言ったり、巫者のそれと同じだと
して「彼はカーヒンだ」と言って謗

そし

った訳であった［『クルアーン』21: 5、37: 36、52: 30 など］。
　さらに預言者とカーヒンの相関については、詩人に比してその憑依の場、言語文体が近似してい
た。預言者ムハンマドも、『クルアーン』の最初期の啓示の表現形態がカーヒンのサジュウのそれ
に余りに似ていたために、彼に敵対するものからカーヒンだ、物憑きだと非難されている。それを
弁護すべく、『クルアーン』の中には次のような文句がある：
「されば我が論

さと

しを与えるが良い。汝こそ、その主の恩顧を授かりし者なり。カーヒンやもの憑き
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には非ず」［カイロ版、52 章 29 節］、
「これ（『クルアーン』）はカーヒンの言葉に非ず。汝が民の、我が論しを省みることの何と少なき
ことか」［同、69 章 42 節］。
　預言者ムハンマドが『クルアーン』の文体に関して、サジュウとの同一化、類似性をどれほど忌
避していたか、は以下の預言者のハディースが語っている；
「諸君にはぜひとも注意されたし、（語る時、説教する時）カーヒン達のサジュウに対しては！」
iyyā-kum wa-saj‘u l-kahhān（kahhānは kāhinの複数形）。同じくイスラム法学の一派を起こしたアフ
マド・イブン・ハンバル（869 頃歿）も同様な預言者のハディース「何と！（『クルアーン』の表
現法が）アラブの無知の時代の様式に従ったサジュウなのだと？」を伝えている［Bayān I 113］。
　こうした批判が最初期のムハンマドに向けられた。しかも『クルアーン』の中にさえその類似性
を問題視し、それを否定する内容が存在する。その否定と正当化の語句自体こそが、逆に肯定を十
分匂わせていることになる。少なくとも『クルアーン』の文体はカーヒンのサジュウ文体そのもの
と同じ土俵に立てることを。またこうした発言の流布が当時の人々に存在していたことを示してい
る。後世の神学者達はその宗教的熱情から、『クルアーン』のサジュウ説を否定することだけを力
説している。そして、『クルアーン』の文体がムハンマドの手によるものではなく、神の手による
ものであって、カーヒンのサジュウの影響を受けているわけだはない説を主張する。次節で検討す
るように、詩の脚韻語はカーフィヤ（qāfiya）、サジュウのの脚韻語はカリーナ（qarīna）として文
体研究されるのに対して、『クルアーン』はそれらの用語や比較研究されるのを嫌って、脚韻語は
ファースィラ（fāṣila）と別用語を用いている。またそのファースィラ分析に使われる修辞用語も
上二者のものを受け入れず、用語とはみなされないごく一般語で説明している。　
　しかし「神の言葉」と認めても、預言者やその人々に対しては、先行する伝統的表現形態、ない
しはそれに類した表現形態を採らなけれ何の理解も得られぬはずだ。当時の預言者の属する人々の
理解も信心も得られない前提に立たねばならない。
　当時のアラブの世界では、預言者の新たな出現は、最もポピュラーな存在であるジンがこの新人
に憑依して、もう一人の詩人なり、カーヒンが出現した、と看做したのも尤ものことであった。ファー
スィラの場合、憑依者に関して当初は神自身であったが、すぐに改められる。天使である。同じ精
霊として、後に天使として正体を顕現する。このように憑依する側も様変わりするものの、実態を
考えた場合どれほどの差異があろう。天使は人間界には預言者としか交渉を持たないため、多くを
占める詩人達やカーヒン達ほどにポピュラーな存在とはなりえない。また「天使」と「預言者」と
の関係は宗教的な制約があって、「もの恣き」の範疇としては扱い難いテーマであるから、資料と
しても余り残ることはない。
　一方、ジンは人間との共有する世界においては詩人や歌人、巫者などと交渉を持つことから身近
であって広くポピュラーである。後者については、前節で垣間見たように、伝承や逸話が資料とし
てまとまって存在する。ジンは人間よりも智才や天分に長けているという考えも、アラブには一般
に受け入れられている俗信であった。それ故、霊的能力と関与する言語や言辞表現、文学や音楽、
文体、修辞学、詩法、話法、さらには知識や蘊蓄といった領域でも人間を凌駕していた。こうした
精霊やジンの霊的存在の中に、新たに預言者への憑依者として天使が出現したのである。アラビア
世界に、肉を持った人間に新たな霊的存在が加わったことになる。
　人間界の天地空間の中に「恣き者」としての天使、サタン、ジンが跳梁する。そして人間界の大
地の上を「恣かれ者」としての物的肉体を具有した預言者、詩人、巫者カーヒンが待ち受ける。「恣

25b_翻_サジュウについてver6.indd   44325b_翻_サジュウについてver6.indd   443 2013/03/05   15:55:352013/03/05   15:55:35



444

イスラーム世界研究　第 6巻（2013 年 3 月）

き者」との交霊するには、それ相応の適した状況を創り出す必要があった。そのために、「恣かれ者」
となろうとする者は、霊や気の集中できる人気の無い時や所を好んで探し求める。最も交霊に相応
しい時としては夜間であり、より相応しい場所としてはよく砂漠やワジ（涸れ川）が例に出される。
他に時としては深夜寝静まった折、黙考や瞑想に沈み切った折、まどろみや夢の中などに。また所
としては、個室や籠り場、目には定かに見分け得ない暗い場所、荒野や砂丘、ワジの一角、もの侘
しい洞穴の中などに。こうした時と所が「恣き者」と「恣かれる者」とのコミュニケートに最も適
する状況をかもしだし、造りあげていた。
　従来の伝統と全く異質なものが、独自に創造されることなど如何して出来よう。新教を教え諭す
にも、聴衆に馴染みのない表現法で行うなどどうして耳傾けるのが受容されよう。創造にはまった
くの独自なものはあり得ない。必ず、創造以前の経緯や歴史を踏まえ、その基層には必ず随伴の伝
統と絡み合って生来するものであり、無縁に誕生する訳ではない。『クルアーン』の文体にカーヒ
ンのサジュウの影響が見られるのは必然である。『クルアーン』の最初期の文体が上に例証したカー
ヒンのサジュウといかに酷似しているか、37, 77, 79, 100 章のそれぞれ章の冒頭の数節を参照すれ
ば分かることである。次節で述べるサジュウの構造と比較されたい。
　「『クルアーン』は天上に在る「母の書」（Umm al-Kitāb）の写しで、必要に応じてアッラーか天
使がブリエルを通し、預言者ムハンマドに啓示したものであるから一字一句すべてが神の言葉で
あって、人間の創作にかかるものでは断じてない、というのがムスリムの信条である。それ故、脚
韻を問題としその技法を詩やサジュウと比較することは、そうした問題関心を持つこと自体、御法
度であった。ましてはムハンマドの詩に対する偏屈なまでの否定的態度からもそれを推察できよう。
　しかし我々はサジュウとの比較において『クルアーン』の文体の幾つかに疑問を呈せざるをえな
い。護教的立場では無く、客観的には上にあげたムスリムの観念を主題とした場合、我々はその観
念を統合している主題の内部に、その主題と対立し合い、相互に矛盾し合う観念、逆主題と云った
ものを定立できよう。
　その 1は、天上に在って『クルアーン』の原典とされる「母の書」及び「神の言葉」が、アラビ
ア語であるべき必要性はない。
　その 2は、アッラーの啓示をムハンマドに伝える天使ガブリエルは、神から「精霊語」で伝えら
れた。天使はその超能力で、預言者の民族語「アラビア語」に変換した、翻訳者、通訳者であった。
換言すれば、原語の神の言葉とは教義または啓示内容であり、抽象性の高い言語表象であった。天
使は「精霊語」を介して形式ないし文体の具象的な言語表象に変換した。その意味では神の原語は
万人にも通ずる抽象語であり、介する天使が形式、ないし言語表象の具象化を行った。天使が民族
語への仲介役ないし提示者ということになる。
　その 3は、啓示の下り方が神から直接ではなく、媒介者に天使の存在が不可欠ならば、天使は特
定の人間のみに憑依する。天使は「憑き者」であり、その同類の精霊によって発想表現される他の
「もの憑き」とも通底する。
　その 4は、『クルアーン』は天使としての精霊からの言語形象である。同じ精霊の介在する詩人、
カーヒンと同じ「もの憑き表現」として共通する。
　以上のテーマを総括してゆく。「母の書」の神の言葉はアラビア語ではない？　『クルアーン』の
中では天使がムハンマドへ語りかけるのではなく、直接一人称で信者に語りかける場合が多くある。
それ故『クルアーン』の言葉は神の言葉だとされる。また『クルアーン』がアラビア語で啓示され
たものであり、それはアッラーの手許にある「母の書」に記載されたものの写しである（第 43 章
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3, 4 節）とされる。では「母の書」もアラビア語で書かれていると考えられてよいのか。しかしい
ずれの場合も天使ガブリエルの介在があり、神が直接語りかけた神の言葉ではなく、また母の書が
直接アラビア語『クルアーン』になった訳でもない。天使ガブリエルの介在は人間界の特定人物に
伝達される時に、はじめてその人物の民族言語アラビア語としての形態をとったことが考えられ
る。何故ならばアッラーはムハンマドの時代以前にも、「各時代各民族に預言者とそれぞれの啓典
を下した」（第 3章 2‒7 節、第 4章 163‒164 節、第 13 章 38‒39 節、第 43 章 2‒6 節他）のであるから。
ということは「母の書」の原語は、少なくとも諸預言者時代に表されたヘブライ語でもなく、また
キリストの福音に用いられたアラム語ないしシリア語でもない。両言語とも「神の言葉」の中の下
位の構成言語ということになる。従って「母の書」の原語もアラビア語以外の言語であることも大
いに考えられて良い。例えば「母の書」の表現言語は歴史を越えて地域を越えた「全智の神」のこ
とであるから、具体的な民族言語の形をとってはいなかったと言えるであろう。又は形をとっては
いてもヘブライ語、アラム語、アラビア語等のセム系言語を、いやバベルの塔以降の全人類の、す
べて抽象したもの、あるいは祖語とも考えられる。従って「アッラーによってアラビア語で啓示さ
れた『クルアーン』の他にも、それ以前に同じくアッラーによって「ほかの言語で啓示された民族、
および他の聖典」の存在が歴然としている。
　また「アッラーが直接預言者に語りかけた」のは天使ガブリエルを通じてなのであるから「神の
言葉」が直接信者へ、また預言者に語りかけたのではないと云うことになる。よく言われるように、「人
間は直接神を見ることは出来ない、見たら死ぬ」。それ故この主題の結論は「神の言葉」及び「母の書」
は『クルアーン』だけが考慮されるものではなく、ほかの近隣のセム系諸族や諸言語も含めた祖語
や共通言語か、または抽象言語であったと言えよう。さらにアラブ・バーイダ（滅ぼされた遠祖の
アラブ＝アード、サムード、ナバテアなど）やアラブの祖である古代オリエント諸族アッカド、バ
ビロニア他なども想定の中に含まねばならないことになる。（古代オリエント世界が西欧によって解
明される近代以前は、後者もすべてアラブ・バーイダとして西アジア世界では理解されていたであ
ろう。）従って「母の書」の写しとしての『クルアーン』がアラビア語の表現形態をとるのは、天使
ガブリエルがアラビア語しか理解できないアラブ民族の預言者ムハンマドにアッラーの言葉を伝達
する過程でなされた操作と看てとれる。もっとも全能の神のことであるから、各民族に対してその
言語で書かれた個々の「母の書」を用意していたことも考えられよう。そうした類の話は延々と続
くことになる。ここでは、筆者は天使の資質の中に、この移し変えの言語変換の機能を「精霊の言語」
として、憑依現象として、サジュウの場合と同じ土俵において看て取りたいと思うわけである。
　『クルアーン』には天使ガブリエルの記述が 3ヶ所見られるが、第 2章 98 節、第 66 章 4 節には
ガブリエルは他の天使達（malāʼika）とは一段と高位の別格に扱われる表現がなされており、第 2
章 97 節では、アッラーの許しを得てムハンマドの心に啓示を下す任務が記されている。従って一
般には「ガブリエルは天使の上位に在るもので、神から啓示を授かってムハンマドに伝える役割を
荷っている」と考えられている。この通説から我々は次の事実を引出することができる。先の主題
との関連から、文盲であるムハンマドがアラビア語ではない神の言葉を知っていたとは考えられな
い。そこで神の言葉はムハンマドによって理解されるべくアラビア語化がなされなければならない。
『クルアーン』がアラビア語で啓示される旨を述べた章節は 12 章 2 節を始めとし 8ヶ所に見られる。
その中で、12 章 2 節、41 章 3 節、43 章 3 節には『クルアーン』がアラビア語で啓示されるのはそ
れが、分かり易く理解されるためであることが述べられている。これは神の啓示の原語が必ずしも
アラビア語で表記されてはいない証左と云えよう。それ故天使ガブリエルはムハンマドに啓示を伝
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え、彼がそれをくり返し口誦さんで暗記するプロセスに於いて、神の啓示をアラビア語に翻訳した
り、また預言者とは直接対話できない神との間の仲介・通訳の役割を果たしていたのであった。こ
のように天使は精霊として、神と預言者の間に介在するものであって、神の言葉をアラビア語化す
る機能を果たしていたのだ。とするならば、『クルアーン』の言語、文体、それに基づくキラーアの
構造やその効果は、すべて天使の用いる表現法であると対象化が可能と云える。このことは天使が
精霊であり、詩人やカーヒンに憑く精霊とも共通する観念と言える。即ち「精霊の文体」なのである。
　『クルアーン』の押韻技法、それは主として脚韻にあるわけであり、それは以前から存在する文
体を参考にせざるを得ない。サジュウは文語・文法の確立、知識・学問の推進、そして書の伝承が
生まれる前は、韻文の詩作品に次いで、散文においても、耳へのまとまった体裁での内文律の定性と、
音韻の快さと記憶の共有・継承という意味でも最善の手段であった。あらゆる伝承には韻と律が伴
う句や文が使用された。この文字が確立していなかった段階の時代、口頭伝承が中心であって、文
字資料にしても口承性の確認ぐらいにしか役立たなかった。こうした口頭伝承が息づく文化環境の
中で、イスラムが誕生し、聖典『クルアーン』がその背景で編まれることになる。従ってこうした
環境にマッチする体裁を採って『クルアーン』の聖句が理解されねばならなかった。例え神からの
言葉と主張したところで、他の全く新たな表現法や未知の発話法を取っていたなら、一般人の理解
するところとならなかったであろう。神の言葉と言う限りにおいては、そこには二重の異言変換操
作があるからである。構造的に啓示は、神→精霊→預言者→信者の順で伝達される。神はあらゆる
諸民族の言語を知っている全知であるから、預言者の属する民族の言語に変換せねばならない。神
は変換以前の原語の啓示を、中間の天使・精霊の言語メッセージとして第 1の異言変換で伝えられ、
ないしは原語で下る啓示を中間言語として、いわば「精霊語」に変換・翻訳して伝えることになる。
介在者の天使ないし精霊は神の原語を受けて、その後預言者に啓示を伝えることになる。この段階
で預言者に理解できるように、後者の「民族語・母語」に異言変換するプロセスを経る。預言者の
属する、この世の、世俗の言語に移し替えねばならない。
　二重の異言変換、その行為主体は神とも解し得るし、また天使や精霊とも解釈できる。大事なの
は第 2のプロセスの方で、『クルアーン』の文体の比較検討に関してである。民族言語に移行する
時の、当時の言語習慣を見通して踏まえたうえで対処せねばならない。預言者に対する天使同様
に、カーヒンや詩人のような霊能者には精霊の憑依があったわけであり、その言語表象、言語コミ
ニケーションをもその背景として踏まえねばならなかった。単なる散文で済むわけにはいかなかっ
た。啓示が日常語で下っていたらどうであろうか？文盲の預言者に韻文で啓示が下ったらどうであ
ろうか？啓示の意味内容を伝えると同時に、表現形態も荘厳さや威厳が必要とされた。それにはや
はり言葉の響き・韻・律動なども伴った荘重な文体として発露されることになる。それがその社会
に既に存在する表現形態と類似した体裁を採ることになる。そうすることで、一般聴衆や民衆への
訴えや説得としての手段となり得ることになる。これ故に最初期の啓示ほど、いきおいサジュウと
同類の言語形式になった。
　それに比して、イスラム共同体が成立した以降のメディナ期の啓示は、サジュウや押韻の技法が
見られなくなり、大分間延びした 3、4行も飛んだ脚韻が散見されるだけとなる。アーヤの最後にか
ろうじて押韻したり、全く同様なサジュウ文を重ねて言ったりする技法すら見られる。「メッカの開
城」の折の説教も、また死の直前に行った「別離の巡礼」での、アラファートの丘のラクダの背上で行っ
た「最後の垂訓」においても脚韻を踏む文体は取らなかったのである。それは宗教家としての人間
ムハンマドの、文盲であった人間それなりの水準の、人間本来の飾らぬ、言葉なのであったから。
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4　サジュウの文体・形式

　さてここからは言辞的内容が主となるが、サジュウの文体・形式を具体的に観て行こう。その範
疇の中には『クルアーン』の文体であるファースィラ（fāṣila）との関係性も俎上に乗せなければ
ならない。また脚韻語だけには留まらない。サジュウを構成する句や文全体にまで及ぶ。また脚韻
語の定義もおのずと異なってくる。脚韻語法は詩論、修辞論、文体論、の一分野として研究されて
いる。一方『クルアーン』のそれは、聖典研究として一字一画まで調べ上げられ、無比性（i‘jāz）
との関連が論じられている。この一つ一つ綿密に調べられている点、主張されている点、敬服に値
する。深入りしたら事細かな論点、論調にまで及び、論者の＜聖典＞との距離、敬虔度まで問題視
される。それ故ファースィラも、ここではサジュウとの関連にとどめる。
　サジュウの文体・形式についてと、『クルアーン』の文体についてはイスラム誕生直後から、前
節で観たように議論があった。『クルアーン』の文体が、「預言者は詩人だ」といった議論では詩芸
のカーフィヤと比較されるべきか、「預言者はカーヒンだ」といった議論では押韻散文のサジュウ
と比較されるべきか、と言ったたぐいのものである。9世紀中葉、合理主義思想がゆき亘る以前では、
護教的立場からは神の書であり、神の書はイウジャーズ（I‘jāz奇跡・無比）であるからと、その
分野を討論の議題にのせること自体を忌避していた。その文体など形式にすぎず、内容こそ大事な
のである、として比較するべき対象ではないと言って拒絶している。例えば 10 世紀末の神学者ルッ
マーニー al-Rummānī（994 歿）などは「ファースィラは（句や文の）切れ目（maqāṭi‘）における
類似した（mutashākila）文字（ḥurūf）のことである。そしてその意味内容（ma‘ānī）をよく理解さ
せるためのものである。ファースィラはそれ故（神の）バラーガ（balāgha至芸）であって、サジュ
ウは（神にとってみれば）アイブ（‘ayb欠点）なのである。この理由からファースィラは意味内容
に従っているものであり、一方サジュウは意味内容がサジュウ自体に従っているものなのだ」など
と述べている。［Rum. 97; Bur. I 54］彼の著『クルアーンの無比性』（I‘jāz al-Qur’ān）は後のバーキッ
ラーニー al-Bāqillānīなどに影響を与えている。
　しかしムウタジラ派などの理性判断を重んずる一部の学者や論者の中にはサジュウも、そして詩
の韻律論までも含めて論じようとする者もあった。詩人で詩評活動を展開していたアスカリー（1005
歿）や文芸批評と政治に名を留め、ハリーリーに続く時代の人でその影響から「酒宴のマカーマ」
を著わしたとされるイブン・アスィール（1239 歿）などが、さらに中世も末期になると、カルカシャ
ンディー（1418 歿）などは幾つかのスーラ（章）はすべてサジュウである、と唱えた。中世後期
にはサジュウや詩芸との相関は近くなっていたし、比較の同一の俎上にも上っていたのである。そ
してこうした議論が繰り返され、事細かな論証・反証がされてのちに、一段落した 15・16 世紀には、
殆ど各学問分野をまとめる段階に入っていた。『クルアーン』の文体を含めたサジュウ論をまとめ
る領域では、「『クルアーン』の文体はサジュウの多種ある技法の幾つかと類似しており、サジュウ
をファースィラと言い換えても、そのサジュウのスタイルであることは認めざるを得まい」とする
容認論も支持されるようになっていた。相変わらず保守層や厳格派の事細かな反論や正当化、巻き
返しや非難や忌避観は続くのだけれども。
　ここではそうした中世後期の 2書、現代宗教学者が校訂ないし著作した 3書を主たる資料として
論を進める。イスラム中世末期 15～16 世紀に纏められたスユーティー（1505 歿）の『完書』とザ
ルカシー（1687 歿）の『実証』、これら 2著は、それまでのサジュウとファースイラ、それに詩の
脚韻まで含めた多くの先行論著を総括してまとめて論じたものだからである。
　1　『クルアーン』諸学を集大成した Badr al-Dīn al- Zarkashīが著わした al-Burhān fī ‘Ulūm al-Qur’ān
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『実証』の第 3章。I 53‒101。
　2　同じく『クルアーン』諸学を集大成した Jalāl al-Dīn al-Suyūṭīが著わした al-Itqān fī ‘Ulūm 

al-Qur’ān『完書』III 290‒315。
　3　中世後期キラーア学の権威とされたシャーティビー al-Shāṭibīのファースィラ学 ‘Ilm 

al-Fawāṣilについて著わした Nāẓima al-Zahar fī ‘Ilm al-Fawāṣil。この原書に基づき神学者 ‘Abd 

al-Fattāḥが注釈した書 Bashīr al-Yasar。
　4　現代の二人の学者M. Zaghlūl Salām, M. Khalafullāhが古写本から 3篇の I‘jāz al-Qur’ānを校訂
した Thalāth Rasā’il fī Iʻajāz al-Qur’ān, pp. 97–99。
　5　同じく現代の『クルアーン』およびハディース学者ラズカーニー al-Zarqānīが著わした『ク
ルアーン』諸学に関してのManāhil al-‘Irfān fī ‘Ulūm al-Qur’ān, 2vols。
　なお詩の分野のカーフィヤとクルアーンの脚韻語ファースィラとの相関は、既に 1972 年の拙稿
「Qira’ahの文末機能に関するノート」で論じている［pp. 231–80］。さらにその中で、ワクフ（waqf 休止、
息継ぎ）との関連で、カーフィヤのラウィー（rawī脚韻子音）を中心に使用される用語と分析を
おこなっているので参照されたい［pp. 266–69］。またファースィラ学 ‘Ilm al-Fawāṣilの主たる関心
は、他にもこのワクフとイブティダーウ（休止と ibtidāʼ再開始）学と、アーヤ（クルアーンの節）
の算定に関してのキラーア学派の相違とその論拠に関してのアーヤ学 ‘add al-āyとである。アーヤ
学との用語ではアーヤ āyaの複数形は、通常の規則複数 āyātを用いずに、不規則複数形の āy（un）
を用いている。

4 － 1　カーヒンの文体

　最初期プレイスラム期のサジュウとしてカーヒンの文体を取り上げる。サジュウを用いた最初期
の説教師として知られるのはイエメンのクッス（Quss ibn Sā‘ida）であった［Bayān I 119］。しかし
説教師よりも早く、カーヒン（kāhin pl. kuhhān）と呼ばれる巫者集団が憑依の表現形式としていた
のがサジュウの始まりとする説の方が妥当しよう［Bayān I 113」。異能者が憑依手段を採り、呪文
めいた言葉を発する。
　サジュウの押韻であるカリーナ（qarīna）は、詩法のそれであるカーフィヤ（qāfiya）に比して大
まかである。クルアーンの脚韻であるファースイラ fāṣilaはさらにおおまかである。カーヒンの表
現形態は、もっぱらサジュウであった。が、後世のサジュウと大いに異なる点が二つある。その一
つはもっぱら口頭表現であり、この意味では説教師の説教も同じであった。今にその表現形態が記
録に残るのは、口頭伝承として記憶されものが後世に記録されたからである。それ故詩法における
脚韻単語やさらに重要な最末に来る脚韻子音（rawī）に関する厳格な規則が見られず、ごく大まか
な聴覚印象でほぼ同じであれば、それがカリーナとして認められる点である。後世では文書化され
るので、サジュウにおいてもこの脚韻子音へのより厳格な配慮もなされ、マカーマのような精緻な
文体に昇華する。
　ジャーヒリーヤ（イスラム前）期のカーヒンに見られる第二の特徴は念力呪文句が唱えられてい
たことである。イスラム期以前のカーヒン達にはザムザマ zamzamaと呼ばれる独特な念力呪文句
を唱えていたことが知られている［Bayān III 13］。そしてこの念力呪文句も恐らくは、古代のオリ
エントの神官や巫者たちの交霊儀式の伝統を引き継いでいるものであろう。そしてザムザマという
この念力呪文句に似た言葉を発することで、その都度憑依形態により威力を高める機能と集中性を
果たしていたものと思われる。平易化していえばムスリムの日常生活に見られるニッヤ（niyyaこ
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れから行う言動の確認と意思表示）を強調して、時と場を特定して、心の底から声を発する、そうし
た類のものとも解し得よう。霊能者が場と時を改めて再確認し、それを声を出して行うことにより
憑依に入る、ないし憑依を強める音声行為としても捉えられよう。おのれに気を入れ、集中性を高め、
憑依への依存性を高めたのである。仏教や神道の陀羅尼や真言、さらに「南無！」の類とも似た機
能があろう。サジュウの発言の途中やその休止部にいれることもあった。が、矢張り効果があった
のは、出だしの前のザムザマであった。異次元への導入的な意味で効果があった。ザムザマはカー
ヒンの身振り手振りの中に、それらと共に唱えられた。恐らく香も焚かれた環境の中で行われたこ
とであろう。普通は他人には聞き取れぬ曖昧な文句であって、憑依の段階に入って行き、途中でさ
らに強化と集中性を高める効果を果たす。そしてサジュウに前後して、あるいはサジュウ文を発し
ている最中にもさらに特異なザムザマを放っていくこともある。それらの呪句は霊との交流手段で
もあり、周囲の人の耳には不明な文句となって響く。発音も不明瞭で、意味の不分明な場合が多い。
　この断続的呪言、ザムザマの語義であるが、zamzamaは子音二つ／z・m／が重なる畳語である。
すなわち擬声語・擬態語の意味合いが強い。ザムザマとは「遠くから反響してくるもの」の意味から、
はっきりとしない音、凝声・擬態音を表す。「馬のいななき」とか「火がはねる音」、「水が沸く出す音」
とかの意味である。これらから「歌手がハミングすること」「手品師がつぶやくこと」の意味が外
延し、最後の意味がおそらくカーヒンのザムザマに用語として定着させたものであろう。「遠くか
ら聞こえるような、何か訳の分からないこと、神秘的な言葉を呟くこと」の意味である。（同語根
の関連語「ザムザム」Zamzamと言えば、メッカのカアバ神殿にある聖泉名が有名であるが、その
起源もアラブの祖とされる渇死寸前のイシュマエルの足許からザムザムと湧き上がった水の擬音に
由来している。）おそらくサジュウが生まれる最初期、それを発するための雰囲気作り及び補助的
手段であるように思われる。傍から見れば、恐らく霊を呼び込んだり、対話を行う呪言や呪文と受
け取れたものであろう。このザムザマとの関連で注目すべき点がある。『クルアーン』のスーラ（章）
の冒頭にも時折、アリフ・ラーム・ミーム（第 2章冒頭節）やター・ハー（第 20 章冒頭節）、ヤー・シー
ン（第 36 章冒頭節）などのような意味不明なアラビア文字の連続が記されている。もちろん口頭
で伝えられた啓示が書き記されたことで、異郷で異教徒である我々もその存在を知るわけである。
『クルアーン』の啓示にある、これらの不明語句は『クルアーン』の言語学、解釈学、神学、宗教
学では様々な議論がなされてきてはいる。筆者の観るところ、護教的立場を離れていうならば、こ
うしたカーヒン文体のザムザマの伝統が『クルアーン』にも踏襲されており、文体におのずと反映
されたものであろう、と思われる。
　以上観てきたようにイスラム期以前のアラブ世界では、カーヒンのサジュウには、二つの特徴が
見られる。ラウィー（脚韻子音）がおおまかであること、カーヒンの憑依発言の中にはザムザマと
呼ばれる「呪文感嘆句」が含まれて機能していたことである。なお、最終節では、カーヒンの文体
の具体例を二つ挙げて検討を行っている。

4 － 2　サジュウの類語

　「押韻散文」の意味ではサジュウが最も知られた用語である。散文はナスル nathrと言い、「（言葉を）
まき散らす」意味である、散文に対して韻文はナズム naẓmと言い、反意的であり、「（言葉を）繋ぎ止
める、整える」の意味である。散文ナスルがまき散らされた言葉に手を加えて、韻文ほどではない
がリズム（=律動）と音響（=音韻）に一定の配慮がなされ、脚韻語の配慮がなされる文、これが押
韻散文ナスル・マスジュウ nathr・masjū‘、すなわち「サジュウ散文」である。これに対して、サジュ
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ウの配慮の無い散文はナスル・ムルサル nathr・mursal（抜かれた、解放された散文＝無韻散文）と
言われている。時系列で言うならば散文→押韻散文→韻文となろうが。
　さてサジュウと同じように用いられる類語がある。他にもよくつかわれる用語があるので、ここ
で一括しておこう。
　①　カリーナ qarīna pl. qarā’in；イスラム期以前での押韻散文という意味ではサジュウと同じく
らい頻繁に用いられる用語である。「二つ（以上）の、または対応する押韻句・文」の意味で用い
られる。この語は元来二つのものの関係性を言い表しており、「結び合わせる、連結する」意味合
いを持ち、サジュウは必ず二句または二文以上から成ることが前提とされ、それらを対象とした技
法を指していることをうかがわせる。
　②　フィクラ fiqra pl. fiqar；元来は「脊椎」とか「目印」の意味で、あるものの中心部を言っ
た。それから言語領域では文や句の「選り抜き」、「精選・精華」の用語となった。句末や文末が
「脊椎」である重要性を看て取れよう。「パラレル文（または句）が同一脚韻を踏んでいる」ことは
fiqratāni muttaḥidatāni fi l-ḥarfi l-akhīri［Balāghah Wāḍiḥa 273］のような記述で用いられる。
　③　ズフルフ zukhruf pl. zakhārif；「飾り、装飾」が元来の意味であるが、＜言葉＞の世界が中心
なので、「文飾」の意味になる。普通の散文に対して、ここでは「押韻散文」がそれに相当する。
このズフルフには、したがって良い意味では「美辞麗句」的文飾、悪い意味では虚言も入った「大
言壮語」的文飾と言う意味までも外延している。ズフルフの女性形ズフルファ zukhrufaと言われ
ることもあるが、後者はより強調した言い方である。
　④　タルスィーウ tarṣī‘；③と同じく「飾る」が原義だが、対象は＜宝石・貴石・真珠＞であり、
したがって「宝飾」ということになる。冠、首飾り、衣装などに宝石を鏤めたり、嵌めこんだり、
糸に真珠やビーズなどを通して首飾りにすることを言っている。文章であれば、韻文の他にも散文
で意匠を凝らして「編み上げたもの」、「押韻文にしたもの」。これがタルスィーウである。
　⑤　ファースィラ fāṣila pl. fawāṣil；『クルアーン』の押韻散文の意味に特定される。語根  f / ṣ / l
の「分離する、区別する」から推察できるように、後発の『クルアーン』の文体は、先行する韻文
の押韻技法カーフィヤ qāfiya、散文の押韻技法サジュウ saj‘との対抗、ないしは独立した押韻技法文、
との識別意識が働いている用語と言えよう。ファスル faṣl pl. fuṣūlと言われることもある。この用
語は『クルアーン』第 41 章 3 節「（これぞ）啓典、そのアーヤ（御徴=章節）がアラビア語でクルアー
ン（読むべきもの）を明別される（fuṣṣilat）ものとして、民族がよりよく理解出来るようにと」か
ら由来していると言われている。
　⑥ラッス ra’s pl. ru’ūs；「頭」の意味で馴染みの語ではあるが、「先端、物の端」という意味もある。
両義がサジュウと関わっていよう。「押韻散文」と言っても、基本は「脚韻」である。すなわち「文
の端、文末」という意味ではラッスの「先端、物の端」の意味が生きよう。一方「脚韻」こそ「押
韻散文」の最重要とする「頭」であるという意味では前者の意味が生きよう。②フィクラと同様に
解釈される。「カーフィヤ（詩の脚韻）とはバイト（詩行）のラッスである」al-qāfiyatu ra’su l-bayti

のような言い回しをする。Burhānの著者 al-Zarqashīがファースィラの説明では、その第 3節の表
題からファースィラの代りにラッスを用いている［Bur. I 53」。
　スユーティーもザルカシーも⑤のファースィラと⑥のラッスの相違を、先行する学者たちの意見
として次のようにまとめている：一説では（al-Ja‘abarī説）どちらも『クルアーン』の押韻散文の文末・
句末脚韻（技法）として用いられているが、ファースィラはルガウィッヤ（lugawiyya言辞的・語法的）、
またスィナーウィッヤ（ṣināwiyya技巧的・修辞的）に共に合致している場合で、ラッスは後者のスィ
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ナーウィッヤ ṣināwiyyaが欠ける場合である、とする。また他の説（al-Dānī説）としてファースィ
ラは文意がその語で終わり、以降の文とはっきり区切れる場合で、ラッスの方はその語で区切って
も、また続けても良い脚韻語の場合である。従ってすべてのラッスはファースィラを含んでいよう
し、すべてのファースィラはラッスを含んでいるわけでは無い［Itqān III 290; Burhān I 53］

4 － 3　サジュウの文体・形式

　サジュウの文体・形式をここでは大別して二つに分類して述べる。脚韻語が中心議題ではあるが、
それだけには留まらない。視野を広げて文末・句末であるファースィラを、更にそれに至る前接す
る句や文全体にまで及ぶ。サジュウはこのように、ファースィラとの関連上もあって、本来は含ま
れない脚韻語にまで至る句や文全体をも俎上に載せる。さらにはパラレルとなる対文・対句、ユニッ
トとなる三連句や三連文以上の、いわば区切りの節までも視野に収めて論ぜられる場合もある。以
下では、1では大きく句や文全体を観る視点と、2では脚韻語に集中する視点とで分けて観てゆく。
脚韻語の定義も、韻文と散文とではおのずと異なってくる。本節では、先ず鍵概念となるタクフィッ
ヤ（脚韻）およびワズン（律、拍数）などを述べる。次にサジュウ句や文の全体の視点を述べる。
最後に最も重要である脚韻単語について述べることにする。

4 － 3 － 1　鍵概念　タクフィッヤ（脚韻）およびワズン（律、拍数）

　サジュウの形式単位は最低二句 =二連句、ないし二文 =二連文の連続から成り立つ。中国の漢
詩の対句構成の文体である駢儷体の「駢儷」の意味も「馬を二頭立てで走らせること」であるから、
想定が似ていよう。サジュウ技法考察において、こうした最も多い二連句、または二連文を「パラ
レル」と呼ぼう。そしてこうした句や文が三つ以上で成り立つ三連句・三連文以上をユニットと呼
ぼう。アラブの韻文・散文の、その出だしの句なり文（初句・初文）を示すために、マトゥラウ
maṭla‘という用語でそれが解説される場合がある。このマトゥラウとは、そもそも太陽や月星が東
に「昇る」所ないし時を指していた。そして詩の分野では作品の「冒頭詩行」、「冒頭のサドル（ṣadr

前半詩行）」の意味でごく普通の用語として用いられてきている。アラブ世界のディーワーン（dīwān

詩集）においては、それが個人詩集であれ、複数の詩人たちの詩集であれ、その索引では、個々の
詩作品はそのラウィー（脚韻子音）ごとに並べられる。そして同一ラウィー作品も多い所から、引
きやすいよう読者の便宜もはかってマトゥラウも記されるのが、編纂の常識となっている。
　アラブは古くからのこの類の詩の技法語や修辞用語を、サジュウにも当てはめたものである。こ
の詩の修辞で用いられる「冒頭詩行」のマトゥラウを押韻散文においても、サジュウ文を構成する
最初の文または初句の「出だし文句」の意味で用いると、確かに便利である。たとえばマトゥラウ
と述べただけで、その直後の語からパラレルなりユニットとなるサジュウ文・サジュウ句が成立し
ており、その展開を観ることができるからである。それに続く連文・連句を比較考証できる体制に
入り得るからである。それらが脚韻語のみが同一なのか、さらには並べてみて語句の配列、シラブ
ル数が同一か否か、音韻が同一韻であるのか、更にパラレルとしてマトゥラウに後続する連句や連
文が二つだけのパラレルなのか、それとも三つ以上のユニットとして結晶化されているのか、など
が比較検討される。もちろん、今述べた順で巧緻な文体となって行き、その出来栄えが高度なもの
となり、作者の方が大変な労力と蘊蓄を傾け、才能を絞らねばならない。一方、視聴者の方の審美
眼もそれだけ熱く加えられて対処することになる。三連文または三連句以上に亘るのは、余程難し
く、マカーマートの場合もその大半がパラレルとして二連文・二連句である。それゆえマトゥラウ
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とそれに続く二つの文・句がパラレルとしてセットされ、比較されるのが普通である。マトゥラウ
が無く、直接サジュウ文・句に入っている場合も多い。
　以下の考察において、サジュウ文を吟味するのに、二つのキータームを目安とすると理解が速
い。パラレルのセットとして技法のまな板に据えられるのは、その二句または二文にみられる①タ
クフィッヤ taqfiyyaと②ワズン waznとが基準となる。①タクフィッヤとは、詩の脚韻語カーフィ
ヤ qāfiyaの用語からの応用であろう。散文における文末の「脚韻語及びとその技法」を指す。サジュ
ウとは厳密にはこのタクフィッヤに視点を当てたものである。一方②ワズン waznとは原義が「重
さ、重り」の意味であるところから、軽拍=短音節、重拍＝長音節のように拍子・律格単位を「重
さ、重り」と見立てて、これら軽重・長短拍の律拍・シラブルに当てはめる。それの連続を同一律
にして仕上げたものがワズンの技法になる。アラビア詩の分野では軽重・長短拍の一拍を歩脚とし
て、それらの歩脚を組み合わせて律格単位として 16 種の律格が作り上げられている。ワズンを対
象とした場合、もう一つのキータームとなるのが③ラフズ lafẓ（単語 pl. alfāẓ）である。単なる「単
語」では無く「単語数、語配列」ということになろう。サジュウにおいては、このラフズも②のワ
ズンの範疇の中に含みこめない微妙な関係にある。同一ワズン（律格）でも、その構成が一語なの
かそうでないのか、単語の構成数にまで及ぶからである。前置詞の fī（～の中に）、‘alā（～の上に）、
また lā（否定詞）や mā（否定詞、疑問詞）など後続する語との関係で一語と認めるのか、後続す
る語に吸収されてしまうのか、という点でもラフズは問題視される単位となる場合も多い。
　サジュウの技法のうち、ワズンが重視されて行けば、当然ながら韻文に発展して行く。サジュウ
は最末語の押韻が大前提であったから、それに文全体の律拍の統一性が計られれば、詩形が誕生す
ることになる。こうして誕生したアラブ世界の最初の詩形がラジャズ rajazだとされている。また『ク
ルアーン』の文体も、こうした散文におけるサジュウと、より高度の韻文で綴られる詩の伝統の中
に、後発ゆえに影響を受けて誕生することになる。この発展もワズンとタクフィッヤそれにラフズ
を尺度として形式の技法的発展をみたからである。ジャーヒリーヤにおいては、アラビア文字が未
熟の段階にあり、文字で書き表すのではなく、音声・口頭での表現であった。そのため、ワズンに
しても、タクフィッヤにしても、厳密では無く、おおよそで一致で十分であった。

4 － 3 － 2　『クルアーン』とタクフィッヤおよびワズン観

　『クルアーン』文体とタクフィッヤおよびワズン観をここで比較として述べて行く。サジュウの
特徴を浮き彫りにする句末および文末、この脚韻語をカリーナ qarīnaと言う。その形式に言及する
前に、クルアーンの文体であるファースィラの脚韻語の用法について触れておこう。詩学修辞学用
語を受け付けない『クルアーン』学者は、その神聖性を強調するあまり、聖典をイウジャーズ（I‘jāz

奇跡性・無比性）と主張する。こうした信条を持つ学者や神学者、宗教学者は文体として近似した
サジュウに対しては、クルアーンの文体であるファースィラは意味（al-ma‘ānī）が主体であってそ
れに従属するものであり、一方サジュウは文体・語法（alfāẓ）が主であって意味内容はそれに従属
するものである、などと説く。鳥の鳴き声を基とするサジュウの語等、聖句にどうして適用できよ
う。他のサジュウの用語だけではなく、詩法の洗練された技芸との関連や比較、用語の応用を嫌っ
た。そのため一部の学者は、パラレルやユニットのセットとして技法の中心となる上述のタクフィッ
ヤ taqfiyyaとかワズン waznの用語をも避けて、ごく一般語を用いて説明する。タクフィッヤもワ
ズンも共に詩の技法用語であり、普通のサジュウ文にも適用されているため、後発でその延長線に
ある『クルアーン』のファースィラにも応用されることになる。彼等は『クルアーン』を神聖犯す
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べかざるものとして、その技法をわざわざ別の用語を用いた［Bur. I 73, 312–13; Itq. III 292］
　タクフィッヤ taqfiyyaもまた、詩で用いられる脚韻語カーフィヤ qāfiyaの派生形であり、その
意識の反映が強い。そのため、代わりに「脚韻語」はファースィラ fāṣilaと、その中心となる脚韻
文字ラウィー rawī及びその前後を構成する子音（および母音）をフルーフ・ムタマースィラ ḥurūf 

mutamāthila（類似文字群）またはフルーフ・ムタジャーニサ ḥurūf mutajānitha（同種文字群）と
言ったりする場合がある。さらに脚韻子音ラウィーにかかる母音はマジュラー majrāと言う用語に
なっているが、『クルアーン』を説明する場合、アラビア語文法学で言うイウラーブ i‘rāb（語尾変
化）及びハラカ ḥaraka（母音）の用語で済ましてしまう学者もいるほどである。またラウィーの用
語を用いずに脚韻文字は単にハラフ ḥaraf akhīr（最終文字）としたし、その前の子音ないし長母音
代用子音のことをもハラフと呼び、両者が律と韻は合致する場合をイルティザーム・ハラファイン
iltizām al-ḥarafayn（二文字合致）といって、特別な用語を用いているわけでは無い。ファースィラ
としての分類の一つにムタジャーニサ mutajānisaとムタカーリバ mutaqāribaとの二種の分け方があ
る。ムタジャーニサとは「同種のもの」の意味で、対象となるファースィラの連文・連句のそれぞ
れの脚韻文字が同一のものである場合を言い、フルーフ・ムタジャーニサ al-ḥurūf al-mutajānisaと
総括される。詩のクァーフィヤで言えば脚韻文字・ラウィーが合致する連文・連句と称しえよう。
ムタマースィラ mutamāthilaをこれに当てる説もある［Bur. 72–75］。
　一方ムタカーリバとは「近似したもの」の意味で、対象となるファースィラの連文・連句のそれ
ぞれの脚韻文字が近似したものである場合を言い、フルーフ・ムタカーリバ mutaqāribaと総括され
る。厳密な意味ではムタカーリバは同一カリーナとは認められない。詩のカーフィヤで言えば脚韻
文字・ラウィーが、例えば／ -m／と／ -n／とで、あるいは／ -d／と／ -b／と、／ -r／と／ -l／
とで、構成される連文・連句と称しえよう［Tharāth 98　al-Rummānīの言説; Bur. 72f］。
　しかし初期『クルアーン』のファースィラもサジュウと同じであることは、早くから一部の開明
的な学者からは唱えられていた。理知を重んずる学者たち、ムウタジラ学派やシーア派などの説と
してもあった。そうした主張の中でハファージー al-Khafājī（1074歿）の論考が、ファースィラ・サジュ
ウ同一説が表立って提唱されているものとして引用されている［Itq. III 294; Bur. 57］。
　ハファージーは、本格批評文学を開拓したクダーマ Qudāma ibn Ja‘far（958 頃歿　『詩評』Kitāb 

Naqd al-Shi‘rの著者）の強い影響を受け、また理知主義詩人アル・マアッリー（1057 歿　『赦しの書簡』
Risāla al-Ghufrānの著者）を師として、有名な修辞学書 Sirr al-Faṣāḥa（『明解の秘儀』）を著わし、
それを主張したのである：「サジュウが ‘ayb（欠陥物）であり、ファースィラが疑いも無く balāgha

（至芸）なのである、というのは間違いである。というのもサジュウもまた ma‘nā（意味）に従う
ものであって、それを意図してはいないとしても、balāghaなのである。ファースィラだとて全く
同じことなのだ……」。ハファージーのこの著書 Sirr al-Faṣāḥa（『明解の秘儀』）は後世に甚大な影
響を与えた。イブン・アスィール Ibn al-Athīr（1239 歿）は触発されて『クルアーン諸学』で従来
論究されていた説にいろいろな視点から異論や新説を唱えていて『韻文・散文修辞学大全』al-Jāmi‘ 

al-Kabīr fī Ṣinā‘a al-Manẓūm min al-Kalām wa-al-Manthārを著わしている。
　詩学からすればサジュウもファースィラも異なるところはない。脚韻単語およびその末尾の脚韻
子音は詩学では明別されているのに対して、サジュウもファースィラもその辺りは極めてルーズな
のである。脚韻文字のラウィー rawī（枷）に焦点を当てれば、明白である。規則双数形、複数形、
斜格代名詞などの語尾変化形は詩学ではラウィーとはなれない。それに反してサジュウやファー
スィラはごく自然に脚韻子音となっている。
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4 － 3 － 3　サジュウの句または文全体にわたる分類

4－ 3－ 3－ 1　ワズンの長さ、行構成を主体とする観方

　句または文全体にわたる分類のなかでも、ここではワズンの長さ、行構成を主体とする観方であ
る。サジュウを構成する連句や連文を、ここでは一句や一文の長さとしてとらえる。すなわちワズ
ンである語数や拍数・シラブル数の長さ、たとえばラフズ（構成語）の数、一行の拍数やシラブル
の総数の長さの比較によって分類する。従ってパラレルの二連句よりも、三連句以上のユニットが
主体となる： 
　①　パラレルやユニット間の一行の長さが同一のもの。最低ラフズ（単語）二つが同一配列され
る。そして拍数シラブル数も一致する型。サジュウのタイプとしては、コンパクトなアラビア語の
特性を生かした二語配列のものが最も多い。ファースィラ学について著作を著わしたシャーティバ
al-Shāṭibaはムサーワート（Musāwāt均等型）との用語で分類している［p. 31］。この事例は、『クルアー
ン』に限らず、最も多く、三語、四語、五語の順で少なくなる。『クルアーン』の例、88 章 25～26
節、82 章 13～14 節。
　②　パラレルやユニット間の一行の長さが不揃いであって、後半の方が長いもの。多くは説明的
付加ないし趣旨説明となる。第 3行、第 4行、と 3～6、7句・文が続く場合こうした型が採られる。
『クルアーン』の例、25 章 11～13 節、74 章 21～24 節。
　③　パラレルやユニット間の一行の長さが不揃いであり、特徴としては拍数や語数が不揃いで
あって最末のものが短い型。マトゥラウから始まる比較的長めの句・文が続き、最後に短めのもの
で終える型。主旨をまとめる結句または結文の働きを果たす機能が多い。『クルアーン』の例、37
章 155～159 節、114 章 4～6 節。
　④　大まかにワズンでは四連句・文がユニットを作り、ラウィー（脚韻子音）が a-a-b-aで纏め
られるもの。四連句、四連文。例、44 章 43～46 節、69 章 38～41 節。このサジュウ形式は、研究
者によってはルバーイー rubā‘īと用語化されている。
　⑤　垂直三角形の形式のもの。マトゥラウ後の初句・初文は短めで、ユニットの後ろに行くほど
長い語句や文の型。形が垂直三角形になる。「～とは何ぞ」の文体を初めとして、初期の啓示には
この型が多い。例、93 章 1～5 節。

4 － 3 － 3 － 2　ワズン重視のサジュウ型

　ワズンを尺度とする句や文全体を比較する分類はいくつか存在する、これからタクフィッヤとワ
ズンを尺度として、検討してゆくわけである。句や文の全体の検討に関しては、Burhān I 72–3、お
よび Itq. III 311–13では 2種の分類が記されている。一つは 2型タイプで、他は 5型タイプである。
まず理解が容易な 2型タイプから説明して行こう。

　2型タイプ：
　このサジュウのタイプ 2つとは①タシュリーウ tashrīʻと②イルティザーム iltizāmとである。そ
の視点の違い、重視の仕方の相違による。前者がタクフィッヤ（脚韻）に力点を置きその相違を説
明するのに対して、後者がワズン（律・シラブル）にもその力点を置く。
　①　タシュリーウ tashrīʻ；「タクフィッヤ重視型」。初句・初文と後続するパラレルやユニットの
句や文のタクフィッヤ（脚韻）が合致しているサジュウ。ワズン（語数や拍数）は必ずしも合致し
ている必要がないサジュウの型。元来は詩法の律格で並列する詩行の一つの歩脚が足りないもの、
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欠如するものを言った。タシュリーウ tashrīʻとは、イスラム法の用語シャリーア sharīʻaと語根を
同じくし、「家畜を並ばせて水場に行く道を示すこと、先導すること」を言う。中国の詩法で用い
た四六駢儷体の「駢儷」と同じ詩行の発想である。例『クルアーン』55 章 16, 17 節、18, 19, 20 節、
21, 22 節など。
　②　イルティザーム iltizām；「ワズン重視型」。初句・初文と後続する句や文のパラレルやユニッ
トが、同語数または同じ数の拍数、同一律格で成立しているサジュウのこと。タクフィッヤ（脚韻）が
合致している方がもちろん望ましい。すべて合致しているパラレルやユニットがイルティザームの精
選、すなわちルズーム luzūmである［次に述べる　5型タイプの⑤　ムラッサウMuraṣṣaʻを参照］。
　元来は詩法のカーフィヤ（qāfiya脚韻語）の中心を占めるラウィー rawī、即ち脚韻子音の前に
来る子音およびそれにかかる母音が一致しなければならないことを言ったもの。イルティザー
ム iltizāmとは「必要である、不可欠であること」であって、詩法ではダヒール（dakhīl挿入文字
=rawīの直前に差し挟まれる子音）が統一されていなければならないことを指示した用語である。
例『クルアーン』81 章 24, 25 節、93 章 9, 10 節。

　5型タイプ：
　5つはムタッラフ muṭarraf、ムタワージー mutawāzī、ムタワージン mutawāzin、ムラッサウ muraṣṣaʻ、
ムタマースィル mutamāthilとである［Itq. II 311］。
　①　ムタッラフ muṭarraf；「タクフィッヤ同一、ワズン不統一型」。初句・初文に後続する句や文
のパラレルやユニットを比較する時、後続する句や文の対象がタクフィッヤ（脚韻語）の合致をみ
ているが、ワズン waznが合致していないパラレルやユニットのこと。すなわちタクフィッヤであ
る脚韻語を同一にしており、ワズン waznである律拍・シラブル数が異なるパラレルのことである。
ラフズである語数もまた異なる。ムタッラフ muṭarrafとは「端合わせ」の意味である。「端合わせ」
とはタクフィッヤを「端 ṭaraf」と見立てている。サジュウの最も基本形である。例『クルアーン』
71 章 13, 14 節、84 章 1, 2 節、96 章 1, 2 節。
　②　ムタワージー mutawāzī；「タクフィッヤ、ワズン共に近似型」。以下は全体を相対化したも
のとして理論となる。初句または初文に対するパラレルやユニットが、韻のタクフィッヤ、律のワ
ズン、共におおまかには一致をみているが、ワズンに関して僅かにシラブル数や語形・語数の異な
る型のこと。すなわち、脚韻語とほぼ同一韻の一致をみているが、後者のシラブル数や語形に相違
を見せ、同一性を欠いている型。ムタワージー mutawāzīの意味は「対等である、平行しているも
の」であるが、＜ほぼ同一＞＜近似した同一＞との意味が伴う。例『クルアーン』88 章 13, 14 節、
94 章 3, 4 節。
　③　ムタワージン mutawāzin；「タクフィッヤ不統一、ワズン同一型」。同じくムワーザナ
muwāzanaとも言われる。①とは逆に、初句または初文と後接するパラレルやユニットの対象が、
語形や語数、シラブルの律のワズンの一致をみており、脚韻のタクフィッヤが合致していない型の
こと。すなわち、それらが語数や律拍・シラブル数を同一にしているけれども、脚韻語が異なるパ
ラレルのことである。後世の厳密な修辞論からからすると③のムタワージンはサジュウとはみなさ
れない。が、ファースィラを対象とする場合も含め、大きくはサジュウ理論の枠内で捉えられてい
る。ムタワージン mutawāzinとは「ワズン =重さを等しくするもの」の意味である。二句または
二文以上の連続を同一律にして仕上げたものである。例『クルアーン』88 章 12, 13 節、79 章 1～5章、
107 章 1, 2 節。
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　筆者はこうしたこの脚韻語の不統一ムタワージンに関しては、アル・ハリーリーの『マカーマート』
の原文表示の箇所でサジュウから外して記さなかった。しかし本稿のアル・ハマザーニーの『マカー
マート』の訳出に当たってもそうであるが、そのパラレルやユニットのワズンの見事なムタワージン
のゆえに段落ごとのサジュウ原語表示の脚注においてカッコで工夫してそれを示した個所もある。
　④　ムタマースィル mutamāthil；「タクフィッヤ近似、ワズン同一型」。初句または初文と後続す
るパラレルやユニットの句または文がワズンの完全の一致をみているが、タクフィッヤが近似し
た子音（たとえば／-m／と／-n／、／-r／と／-l／）で、わずかに相違する型のこと。すなわち、
それらが語数であるラフズや律拍・シラブル数を同一にしており、一方脚韻語がわずかな異同が
見られるパラレルやユニットのことである。③のムタワージンを完璧にした型。ムタマースィル
mutamāthilとは「相似している、同様であるもの」の意味である。例『クルアーン』37 章 117, 118
節、107 章 1, 2 節。
　⑤　ムラッサウ muraṣṣaʻ；「タクフィッヤ同一、ワズン同一型」。名称ムラッサウ muraṣṣaʻ「宝石
を鏤
ちりば

めたもの」とか「真珠を首飾りにしたもの」の意味が示すように、要件を要求以上に満たして
いるものである。初句や初文とパラレルやユニットとなって、後続する句や文のタクフィッヤと
ワズン waznが共に合致するもの。すなわち、脚韻語の押韻が完全に一致し、それらのラフズ・語
数や律拍・シラブル数を全く同一にしたパラレルやユニットが成立しているもの。従ってこの両者
が完全に一致して見られるサジュウ文は「サジュウの中のサジュウ」の意味でサジュウ　フィー　
サジュウ sajʻ fī sajʻとも称される。またルズーム（luzūm）とも言われている。例『クルアーン』82
章 13, 14 節、88 章 25, 26 節、94 章 4, 5 節（同一文）。
　なお、タクフィッヤとワズンに関して完ぺきである⑤ムラッサウ muraṣṣaʻには、別の用語も用
意されている。イウティダール iʻtidālがそれである。「両者の均一性が取れている」、という意味
で、ワズンの比重も高く評価されることを如実に示している。またイウティダールはムウタディル
muʻtadilとも言われることがある。また④、⑤型を含めず 3型タイプとする説もある［Bur. 75–77］。

4 － 3 － 3 － 3　ファースィラを意味内容から分類　

　同じく脚韻語だけにでなく、ファースィラ文およびそれからさかのぼる文なり句なりを意味内
容から分類する。多くは長文で最終行がファースィラとなるもの。これには 4種タイプ分け出来
るとする。①タムキーン tamkīn結語技法、②タスディール taṣdīr同語繰り返し技法、③タウシーフ
tawshīḥ換言法、④イーガール īghāl余語技法である［Bur. I 78–98; Itq. III 302–310］。
　①タムキーン tamkīn結語強調技法；ファースィラ文の前に、訴える主題の文をタムヒード（tamhīd

展開・拡張）して、文意の理解把握を容易にした後ファースィラ文で一層強調ないし総括して結ぶ。
タムキーンとは「（文の、主旨の理解の）強化、強調」の意味である。例　第 6章 103 節、第 11 章
87 節、第 10 章 87 節、第 4章 166 節。
　②タスディール taṣdīr同語繰り返し技法；タスディールとはファースィラ文を構成する文の頭な
いし前半部に、ファースィラと同一の語（ないし同一語根の派生語）を提出しておいて、最後に文
全体の意味内容の趣旨をまとめる形でもう一度ファースィラとして出して集中化や強調化を図る
型。サドル ṣadrとは詩法の用語で、一詩行をバイト（bayt）と言って、それは半詩行づつに分かれ
る。前半詩行のことをサドル ṣadr（原義「胸」）と言い、後半詩行のことはアジュズ ʻajuz（原義「尻」）
という。したがってタスディールの原義は「胸を突き出す」→＜ファースィラを前出させること＞
ということになる。多くの場合ファースィラ文は、長文であったり、複文であったりする。例　第
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3章 8節、第 4章 166 節、第 32 章 26, 27 節。
　③タウシーフ tawshīḥ換言法；ファースィラを構成する文（複文も多い）の（頭では無く）中途
や後半で訴えたい内容を、同一語（同義用法）か又は別な表現や語（類義・反義用法）を用いてファー
スィラに繋げるタイプ。内容の異化ないし徹底化の効果がある。タウシーフとは「ウィシャ－フ
wishāḥ（装飾、飾り）をつけること」の意味で、ここでは文意を徹底するために別表現で装飾・強
調する、それをタウシーフ、すなわち「ウィシャ－フ wishāḥ（装飾、飾り）をつけること」と名
付けたのであろう。タスディールとの違いはその技法が文の前半・胸（＝サドル ṣadr）か、文の後
半・尻（アジュズ ʻajuz）かの違いである、との説もある。例　第 3章 33 節、第 36 章 39 節ほか。
　④イーガール īghāl余語技法；文意が完了した後で、なおそれに追い打ちをかけるように、念を
押すようにファースィラ文を付加する。無くても良いところから「余語」として用いて強調する。
文としてサジュウが形成できないため、わざわざファースィラ文を作り出す作為も看てとれる。①
タムキーン（結語技法）と重なる面がある。例　第 2章 23 節、第 4章 50 節、第 27 章 80 節。

4 － 3 － 4　タクフィッヤ脚韻語主体の形式・構造

4－ 3－ 4－ 1　文意による息継ぎや休止の観点

　ファースィラは別の観点、息継ぎや休止の観点から二種あるとする al-Jaʻabarī説を述べよう。①
タウフィーキー tawfīqīと②キヤースィー qiyāsīとである。
　①タウフィーキー tawfīqīとは、文意がそこで明瞭に終始し、預言者のキラーアにおいて、その
部分はいつもワクフ（waqf休止、息継ぎ）が置かれていたファースィラ（文末・句末語）である。
伝統的にはワクフ・ターッム（waqf tāmm完全な休止）と説かれ、また書き記されるものである。
　②キヤースィー qiyāsīの方は文意の流れがそこで終始しても、ワスル（継続読み）をしても良い
もので、預言者のキラーアにおいて、明別されてはいないファースィラのこと。そのファースィラ
の部分は時にはワクフ（waqf休止、息継ぎ）が、時にはワスル（waṣl）で続かれた場合がある文末・
句末語である。伝統的にはワクフ・ジャーイズ（waqf jā’iz許容される休止）とマークされるもの
である［Itq. III 290–91; Burhān I 98–101］。

4 － 3 － 4 － 2　脚韻語 3形式

　一方普通に用いられる脚韻単語及び脚韻子音の形式に集中すると、そこには 3種あり、いずれも
サジュウ文の句末語・文末語のカリーナの、最も重要である脚韻文字のラウィー rawī（枷）が中心
に据えられる。そしてラウィーの直前がどんな形態を採っているか、換言すればどんなワズンになっ
ているか、もまた重要視される。後世詩学で確立された技法によれば、句末語・文末語であるカー
フィヤ qāfiyaは 3種に分類される。それに従えば、①ムジャッラダ mujarrada形式、②ムルダファ
murdafa形式、③ムアッササ mu’assasa形式である。
　①ムジャッラダ mujarrada「ワズンの長拍（＝重拍）欠如」形式；
　ムジャッラダ mujarrada形式とは「裸にされた」の意味であり、脚韻文字のラウィー rawī（枷）
に前結するワズンに長（重）拍の衣を一切伴わない短拍のみの「裸の句末語・文末語」のカリーナ
のことである。すなわち、単音節・軽拍だけのワズンで成り立つ型のこと。平たく言えばファアラ
／fa／ʻa／la／語型、短・短・短／C・V・C・V・C・V／で成り立つ型。Cは子音、Vは母音を、
Cはラウィーを表わす。
　ラウィーに付する母音、これをマジュラー（majrā流路・水路）と言って、統一されていなければ
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ならない。マジュラーの不統一はアイブ（ʻayb欠陥）の一つとされ、イクワーウ（iqwā’空き巣）なる
用語で指摘される。しかしサジュウではタスキーン（母音読まれず）の慣行のため、初期段階ではマ
ジュラー以降の、ラウィーに続いて付加される子音や母音は一切無視される。例『クルアーン』74
章 21～30 節
　②ムルダファ murdafa「ワズンの長拍（＝重拍）の前接・相乗」形式；
　ムルダファ murdafa形式とは、「相乗り形式」のことで、脚韻子音のラウィーの直前に長母音（長
拍＝重拍）が相乗りをしている（これをリドゥフ ridfと呼ぶ）形式のカリーナのことである。長音節・
重拍が直前に合い乗ってくるワズンで成り立つ型のこと。平たく言えばファイール／fa／ʻī／lu／
語型、短・長・短／Ｃ・Ⅴ・Ｖ・C・Ｖ／の型を言う。詩ではリドゥフは統一されていねばならない。
統一されていない場合はアイブ（ʻayb欠陥）となる。この欠陥はハズウ（ḥadhw疑似・模倣）と呼
ばれる。『クルアーン』のアル・ファーティハ「開扉の章」全 7節はすべてがこのムルダファ形式
で統一されている。但しラウィーの子音は nと mとに不統一がある。-īn（第 2, 4, 7 節）、-īm（1, 3, 5, 
6 節）である。ただし第 6節の終わりはムルダファ形式とはどう見ても言えない。それ故ファースィ
ラとは認められず、節マークの上にはここで終わってはならないと言う意味の否定詞 lāのワクフ（休
止・息継ぎ）マークが記されている。脚韻文字のラウィー rawīの不統一、ここでは nと mであるが、
これは詩法ではハズウとされ、アイブ（欠陥）の一つとされているが、『クルアーン』のファースィ
ラにおいても初期のサジュウではハズウとはならない。というよりもハズウの概念を受け入れない
のである。例　43 章全 89 節
　③ムアッササ mu’assasa「単音節挿入」形式；
　ムアッササmu’assasa形式とは、その語義「確立された=標準にされた」の如く、最も多いタイプで、
脚韻文字のラウィー rawī（枷）の前に、単音節すなわち母音を伴う子音（これをダヒール dakhīlと
呼ぶ）が据えられる。そしてそのダヒールの前に長母音が来ること（これをタッシース ta’sīsと呼ぶ）
のタイプのカリーナ脚韻単語のことである。平たく言えばファーイル／fā／ʻi／lu／語型、長・短・
短／C・V・V・Ⓒ・V・C・V／のことである。Cの○囲みはダヒールを表示。ダヒールに付され
る母音、これをイシュバーウ（ishbā’充分化、余裕化）と呼び、統一されていなければならない。イシュ
バーウの不統一はシナード（sinād　縞文様）と呼ばれる。シナードはアイブ（欠陥）とされているが、
重大な傷とは看做されない。例　102 章 1～2 節
　なおこの節のタクフィッヤ脚韻語主体の形式・構造については、拙稿「Qira’ahの文末機能に関す
るノート」pp. 266–69の中で、ワクフ（waqf休止、息継ぎ）との関連で触れているので参照されたい。

4 － 3 － 4 － 3　脚韻子音に付される母音マジュラーの問題点

　散文（nathr）においては、押韻散文（masjūʻ）であっても、無押韻散文（mursal）であっても、
書かれて文書化される場合は、文末文字にはイウラーブ（iʻrāb格表示）の母音（ḥaraka）が付され
ねばならない。しかし口語表現がそうであるように、書かれた文章であっても文末の母音は読まれ
ない習慣である。これをタスキーン taskīnと言っている。「沈黙化」の意味だが、母音を読まず沈
黙する、即ちスクーンとするところからこう呼ばれる。このタスキーンの慣行は、詩行の脚韻カー
フィヤを除いては、ここで扱っている押韻散文のサジュウや『クルアーン』押韻のファースィラ、
すべてに適用されている。それだけではない。口語においては、他の表現形態や、日常表現の会話
体においても大半に見られる。この理由は明らかで、一つは会話体ならば、平易化された表現で語
系列や文形が大まかには定まっており、イウラーブ（格表示）の母音を読まなくても意思疎通を可
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能にしているからである。二つにはアラビア語は構造的に文末語が属格語尾を示す母音／-i／で終
わるケースが多い。そして母音／-i／はカスラ kasra（壊すもの）と呼ばれているように、聴覚印象
のひびきが悪いためと思われる。ほとんどの文章が母音／-i／で終わる残響は印象の良いものでは
ない。他の母音はそれほどではないが、すべてにわたって母音を発音して終わる場合は、意味理解
は容易になろうが、聴覚印象はまどろこしくて、受け入れがたいものとなる。その一例をムスリム
だけでなく、異教徒であっても多くの方がご存じの『クルアーン』のアル・ファーティハ「開扉の章」
を例にして吟じてみれば容易に察しが付こう。聞きなれた読みなれた唱え方では無く、イウラーブ
（格表示）の母音、すなわちラウィーにかかるマジュラー（最末母音）をきちんと朗読してみれば、
直ぐ分かることである。全７節のファースィラは以下の様である：raḥīmi、ʻālimīna、raḥīmi、dīni、
nastaʻīnu、mustaqīma、ʻalay-him、ḍāllīna。こう詠じてみれば、普段読みなれ、聞きなれて流麗と思
われているファーティハも、その滑らかさがタスキーンの技法に助けられており、正確に読めば随
分と異なる印象を持つことになろう。アル・ファーティハ「開扉の章」全7節は、上述したラウィー（脚
韻子音）が／-m／と／-n／とで構成されるムタカーリバ mutaqāribaである。脚韻子音音形式で言え
ば 4－ 3－ 4－ 2の②ムダルファ形ということになる。
　なお韻文・詩行の脚韻単語カーフィヤ、その脚韻子音ラウィーの母音マジュラーはしっかりと伸
ばされて終わる。詩行の場合はワズン（長短拍）の歩脚に合わせて最末の母音マジュラーまで歩脚
に入って作詩されているためである。その母音をタスキーンにしてしまうとその歩脚が無くなる。
サジュウの方は、初期ではこれが普通であったが、マカーマのような後期のサジュウの文体では、
イウラーブ（＝マジュラー）まで意識されて作韻されている。筆者は本稿のマカーマ訳ではサジュ
ウのローマナイズの表記においてイウラーブまで行き届いている場合は最後の母音まで記してい
る。母音が異なるイクワーウ（＝イウラーブ不一致）となっている場合はラウィー、即ち子音止ま
りにしている。また疑似サジュウがある場合は、すべての訳に統一されているわけでは無いがカッ
コや？でそれを示している工夫はしてみた。矢張り朗唱する場合、イウラーブをタスキーンにした
方が聴覚印象が良いことは否定できまい。
　護教論的には、いくら『クルアーン』がサジュウと類似した文体であっても、それを模倣したわ
けでは無い。全く独自のスタイルなのだ、そのため『クルアーン』の言語形式はサジュウとは異な
るとして、幾つかの用語で説明された。教義内容（maʻnā）が中心であって、修辞技法（ṣaniyya）は
考慮の外である、サジュウとはそもそもの動機が異なる、と主張する。サジュウでは無いのだ、と
主張しても、40 以上のサジュウや詩の技法の事例が分析解説されており、その類似性を否定するの
は困難である。有名な事例として引き合いに出されるのが、モーゼ伝承の啓示であって、預言者モー
ゼ（Mūsā）と、兄であり助手のアロン（Hārūn）は多くの場合「モーゼとアロン」と記される。しか
し「アロンとモーゼ」と順がひっくり返っている事例もある。以下は次節で［事例 3］として言及する。

5　サジュウ（押韻散文）の範例
　本稿の執筆動機はアル・ハマザーニーとアル・ハリーリーの両『マカーマート』のサジュウを比
較検討して、その特徴を浮き彫りにして観ることであった。しかしサジュウのそもそもから書き始
めなければならず、イスラム以前のカーヒン達、さらには『クルアーン』の文体に踏み込んだため
に、そこでの独自の領域まで学ばなければならず、予定の両『マカーマート』のサジュウの比較研
究にまで至らなかった。いずれ稿を改めるとして、現段階では両『マカーマート』のサジュウを概
観すると、本訳の著者アル・ハマザーニーのサジュウは完成途中であり、後輩のアル・ハリーリー
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の方がサジュウ体の完成度が高いとだけ述べておこう。この最終の第 5節では、サジュウを三例挙
げて、観て行くだけに留める。ここではプレイスラム期のカーヒンのサジュウ二例、および『クル
アーン』のメッカ期、その中後半時期の間延びしたサジュウ文体の一例を見ておく。

　［事例 1］　ウッザー・サルマのサジュウ
　以下のサジュウの例は al-Jāḥiẓの著書 al-Bayān wa al-Tabyīnの収録されたものである。ウッザー・
サルマというカーヒンの自部族ウシャラーウ部族を讃えた内容である。ウシャラーウ部族（Banū 

al-ʻUsharā’）とはズブヤーン族の支族ファザーラ族の一氏族マージン族の、またその別れとなる遊
牧部族名である：
　　❶　地界と天界にかけて
　　　　　　　　　wa-l-arḍi wa-s-samā’i

　　❷　頭部真白き鷲にかけて
　　　　　　　　　wa-l-ʻuqābi s-saqʻā’i

　　❸　荒れ地に降り立つその鷲にかけて
　　　　　　　　　wāqiʻatan bi-baqʻā’i

　　❹　ウシャラーウ部族の偉大さは優
ま さ

越るものなり
　　　　　　　　　la-qad naffara l-majdu Bani l-ʻUsharā’i

　　❺　（他のどの部族よりも）こと栄光と高貴さにおいては
　　　　　　　　　li-l-majdi wa-s-sanā’i

　5連ユニットのサジュウであり、❶～❸までは誓いを立てる誓句であって、サジュウ文にあって
は、冒頭句に来る言い回しである。このスタイルは、初期『クルアーン』にも盛んに同様な切り口
で啓示が語られている。誓句の描写力がその後に続く主文の主張を、如何に強調し、威力を増して
いるか、この畳みかけがサジュウの効果とつながっている。誓いを三度したところで、❹になると、
短句でなくなり急に間延びしたスタイルになる。今までの誓いの結句の内容がここに提示され、盛
り込まれるために、必然的にこうしたスタイルになる。❹のみが文であり、❺の句とともに主文を
構成していることになる。
　全体の 5連ユニットを検討すると、タクフィッヤは一致しており、ラフズは 2・2・2・5・2の不
一致になっており、従ってワズン不統一となっている。1－ 3－ 1 の 5 型タイプからすると、①の
ムタッラフ muṭarraf「タクフィッヤ同一、ワズン不統一型」に分類されよう。
　脚韻語のみに集中すると、5連の各行の末語が押韻はすべて同一の／-ā’i／で C・V・V・C・V
で統一されたカリーナとなっている。脚韻文字のラウィーはハムザ子音／’／である。直前が
／-ā／と言う長母音のムルダファ形式となっている。4－ 3 － 4 － 2、脚韻語 3形式でいえば、②
のムルダファ murdafa形式の句末語・文末語のカリーナと言うことになる。脚韻文字のラウィー
が母音を伴う場合、それはマジュラー majrāと呼ばれる。マジュラーを伴うカリーナをムカッヤダ
muqayyada（枷をされたもの）と言い、母音をともなわないものはマジュラーから解放されたカリー
ナの意味でムトゥラカ muṭlaqa（解放されたもの、枷を解かれたもの）という。ここでは／i／と言
う母音を取っているので、前者ムカッヤダに当たる。しかし前節で説明したようにサジュウで音誦
した場合は、たとえ母音を伴うムカッヤダであっても、タスキーン（母音を取り去った、スクーン
読み）にするのが一般である。
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　まとめると、この事例 1ではカリーナが全体で 5つしかない短文であることから、ユニットとし
ては語数のラフズやシラブルの律は異なるが、同一脚韻で統一されていることになる。また脚韻語
の形式は②ムルダファ murdafa形式で統一が取れている。

　次は 20 のカリーナが続く長句の事例である。
　［事例 2］　マッムール・ハーリスィーのサジュウ
　　❶　げに我ら目にするものの中に
　　　　　　　　　inna fī-mā narā

　　❷　判断根拠を示すものがあろう
　　　　　　　　　la-muʻtabirā

　　❸　解釈する者に対しての
　　　　　　　　　li-mani ʻtabarā

　　❹　大地は低く平らに伸ばされ
　　　　　　　　　arḍun mawḍūʻah

　　❺　天空は高く押し上げられる
　　　　　　　　　wa-samā’un marfūʻah

　　❻　日輪昇り来てまた沈み行き
　　　　　　　　　wa-shamsun taṭlaʻu wa-taghrub

　　❼　星ゞ　夜旅して近づきては遠ざかる
　　　　　　　　　wa-nujūmun tasrī fa-taʻzab

　　❽　月輪　朔
さく

日
じつ

から次第に満ち
　　　　　　　　　wa-qamarun tuṭliʻu-hu n-nuḥūr

　　❾　晦
つごもり

日には盈
えい

じてゆく
　　　　　　　　　tamḥaqu-hu adbāru sh-shuhūr

　　10　痩せラクダ　肥えては太り
　　　　　　　　　wa-ʻājizun muthri

　　11　不妊ラクダ　痩せ細る
　　　　　　　　　wa-ḥuwalun mukri

　　12　若者　血気盛んとなり
　　　　　　　　　wa-shābun mukhtaṣri

　　13　老人腰曲り　埃に塗
まみ

れる
　　　　　　　　　wa-yafanun qad ghabri

　　14　旅にい出立つ者
　　　　　　　　　wa-rāḥilūn 

　　15　去って戻ることなく
　　　　　　　　　lā ya’ūbūn

　　16　降雨また天運に応じて
　　　　　　　　　wa-maṭarun yursalu bi-qadar

　　17　人間を生き返らす一方
　　　　　　　　　wa-yuḥyi l-bashar
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　　18　木々に葉を茂らせては
　　　　　　　　　wa-yuwriqu l-shajar 

　　19　果実を時期に実らせ
　　　　　　　　　wa-yuṭliʻu th-thamar

　　20　花々を折々に咲かせる
　　　　　　　　　wa-yunbitu z-zuhur

［Bayān I 362; al-Aghānī xvi 329］ 

　全 20 の連句・連文である。その長さのために全体の統一のとれた押韻になっていない。
　ワズンを見て行くと、一見不揃いであるのが分かる。すべて短句・短文であり、ラフズが❷や15
の如く一語構成のカリーナもある。全20行のカリーナ文は7つのパラレル・ユニットに分節される。
2連のパラレルとなっているのは 4節、3連ユニットとなっているのは 2節、最終節は 5連ユニッ
トの長さになっている。詳しく分析しよう。
　❶～❸までは／-rā／で統一されている。ワズンは不統一で、ラフズは 3・1・2 語で構成される。
脚韻文字のラウィー／-r／には前接に長母音を纏わない③の「裸のカリーナ」であるムジャッラダ
mujarrada形式である。但し脚韻子音／-r／の後に母音／-a／を取っているので、脚韻文字のラウィー
が母音を伴う場合のムカッヤダ muqayyada（枷をされたもの）に分類される。本例はさらにその
後に長母音をあらわす文字 alifを付け加えている。脚韻子音に継ぎ足される長母音文字を用語では
スィラ ṣilaと言い表す。問題になるのは❸の iʻtabarāである。❸は厳密には iʻtabaraである。前二者
の／-rā／に合わすべく／a／をラウィーの脚韻子音の後に文字 alifを付け加えている。こうしたスィ
ラはバラーガ（詩技法）でも許されている。
　❹～❺は／-ūʻah／第1形受動分詞女性形で統一されている。ワズンは不統一であるが、ラフズは2・
2で統一されている。脚韻子音ラウィーは ʻayn／ʻ／である。脚韻子音の前に長母音／-ū／が直接続
く②のムルダファ形式である。脚韻子音には母音／-a／を取っているので、脚韻文字のラウィーが
母音を伴う場合のムカッヤダ muqayyada（枷をされたもの）の方に分類される。さらに／-h／と文
字付加が加わっている。このター・マルブータのような語尾に来て発音されない／h／もまた長母
音文字と同様スィラと呼ばれて許されている。
　❻～❼は／-b／でパラレルとされたカリーナとなっている。ワズンは最初が僅かに違うものの、
ラフズは 3・3 で統一されている。長母音が無く裸のまま脚韻子音ラウィーに連結している③のム
ジャッラダ形式である。そして脚韻子音ラウィーには母音を付加しない、母音を伴わないムトゥラ
カ muṭlaqa（解放されたもの、枷を解かれたもの）となっている。本来ならば／-b／は母音を伴う
／-bu／であるが、ムトゥラカにすると句末・文末では緊迫感を与える効果がある。
　❽～❾は／-ūr／でパラレルとなっている。ワズンは不統一であるが、ラフズは 3・3で統一をみ
ている。脚韻子音ラウィー／-r／の直前が長母音／-ū／で続く②のムルダファ形式になっている。
そして脚韻子音ラウィーには母音を付加しない、母音を伴わないムトゥラカ muṭlaqa（解放された
もの、枷を解かれたもの）となっている。本来ならば脚韻子音／-r／は母音を伴う／-ru／となるは
ずであるが、ここでもムトゥラカにすることによって句末・文末に続く余韻の中に緊迫感を与える
効果がある。❽の朔日 nuḥūrについてであるが、この語は複数形で、単数は naḥr。原義は「咽喉、
胸の上部」である。「犠牲祭の日」の別名を yawm al-naḥrと言っているが、犠牲となるラクダのナ
フルの部分を屠ることから名付けられた。「ナフルの部分を刺して動物を屠る」動詞はnaḥaraという。
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この動詞は同時に「専門的知識や技術に通じている」という意味をも共示していることから、大型
獣の屠殺札法がいかに専門的であったかが分かろう。「犠牲獣」（その多くはラクダであったが）の
ことは、naḥīrとか manḥūrとか言うが、「ナフルの部分を屠られたもの」の義である。ナフル「咽喉、
胸の上部」は他に日時に適用されて、「一日の始まり、ひと月の始まり」の意味に外延された。
　10～13は／-ri／の脚韻子音ラウィーで統一されており、ワズンは不統一でラフズも 2・2・2・3
語の不統一になっている。長拍（ここではC・V・C）が相乗りするC・V・C・C・Vの②ムダル
ファ形式である。本来ならば／-r／の後には文法的には／-in／が付加されて然るべきであるが、こ
こでは母音を伴わないムトゥラカ muṭlaqaとしている。また10、11と統一するために12の mukhtaṣri

となっているが mukhtaṣirが、また13の ghabriは ghabaraが、本来の姿である。
　14～15は／-ūna／の脚韻子音ラウィーで統一されたパラレルであって、ワズン不統一でラフズも
1・2語の不統一になっている。長泊がラウィーの直前に相乗りする②のムダルファ形式となろう。
しかしカーフィヤ（詩の技法）から言えば／-ūna／はすべて複数表示の語尾付加形であり、脚韻子
音ラウィーたりえない。脚韻子音の後ろに付加されたスィラである。脚韻子音たりえるのは、14な
らば lām／-l／であり、15ならば bā’／-b／なのである。詩法においては脚韻子音の変更はイクファー
ウ ikfāʼ（傾き）といってアイブ（ʻayb）であると非難される。しかし書承された後は文字が歴然と
残されるため、こうした誹

そし

りを受けることなるが、文字が確定しない時代のこと、韻の響きが重
要なサジュウの脚韻語カリーナ、更にはもっと頻繁に脚韻子音の変更はイクファーウ ikfā’（傾き）
が生じている。こうした／-ūna／、／īna／の事例が多い『クルアーン』にも余りにその事例が多く、
技法的にも疑問視される。しかし脚韻語ファースィラにもアイブ（欠点）との適用はされてはいない。
　16～20は／-ar／で統一されており、ワズンは16だけことなり、17から20までは統一されており、
またラフズも同様で 3・2・2・2・2となっている。長母音が無く裸のまま脚韻子音ラウィーに連結
している、③のムジャッラダ形式のようである。そして脚韻子音ラウィーには母音を付加しない、
母音を伴わないムトゥラカ muṭlaqa（解放されたもの、枷を解かれたもの）となっている。しかし
脚韻子音ラウィー／-r／には本来ならば16～20には異なる母音を伴っており、カリーナを順に挙げ
て行くと、／qadarin／bashara／shajara／thamara／zuhura／となるはずである。
　以上観てきたように、サジュウ文が長くなると必然的に異なったタイプのカリーナが用いられる
ようになる。❶～❸までは／-rā／のムジャッラダ形式、❹～❺は／-ūʻah／のムルダファ形式、❻
～❼は／-b／のムジャッラダ形式、❽～❾は／-ūr／のムルダファ形式、10～13は／-r／のムジャッ
ラダ形式、14～15は／-ūna／のムダルファ形式、16～20は／-ar／のムジャッラダ形式で成立してい
るサジュウ文である。

　［事例 3］　『クルアーン』メッカ期後期のサジュウ　第 20 章第 70 節
　『クルアーン』のファースィラがタクフィッヤを意図していた事例は多くある。イブン・サーイ
グ Shams al-Dīn Ibn al-Ṣā’igh（1374 歿） は、Aḥkām al-Ra’y fī Aḥkaam al-Āyを著し、その中でこう
した事例を 40 項目に簡略に分類して提示している［Itq. III 296–301］
　固有名詞に関わらず、地名ではシナイ半島の地名サイナーウ Sainā’がシーニーン Sīnīnに変更さ
れているなど、また人名では預言者エリアの固有名イルヤース Ilyāsがイルヤーシーン Ilyāsīnとなっ
ているなどは、その典型例であろう。そこでは前後のタクフィッヤ／-ūn・-īn／のファースィラと
なっている。そのために、脚韻を乱さないためにムルダファ形式に合わすべく Sainā’を Sīnīnに、
Ilyās が Ilyāsīn変更されたわけである。筆者はこのサイナーウ Sainā’がシーニーン Sīnīnに、Ilyās 
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が Ilyāsīn変更されているファースィラ技法を「単語内子音変更技法」と名付けて論じている。こ
の甚だしい逸脱は『クルアーン』の異端本や異端読誦を調べると矢張り Sainā’、Ilyāsと無理のない
原語で表記している写本も存在していたことが分かる［拙稿『文末機能』1972 pp. 262–65］。
　ここでは上例と同じモーゼ伝承の啓示の中から別の事例を引いて、観て見よう。

（63）　かれらは言った。「確かに両人は魔術師だ、かれらはあの魔術で国土からおまえたちを追い
出し、おまえたちのすぐれた習わしを根絶しようと望んでいる」。
qālū inna hādhayni la-sāḥirāni yurīdāni an yukharrija-kum min 

arḍi-kum bi-siḥri-humā wa-yadhhabā bi-ṭarīrati-kum al-muthlā

（64）　「それでおまえたちの計画を練り、それから列をなして集れ；きょう勝利を得る者は、必ず
栄えるのだ」と。
fa-ajmiʻū kayda-kum thumma ʼtū ṣaffan 

wa-qad aflaḥa l-yawma mini staʻlā

（65）　かれらは言った。「モーゼよ、あなたが投げるか、それともわれらが先に投げようか」と。
qālū yā Mūsā immā an tulqiya 

wa-immā an nakūna awwala man alqā

（66）　かれ（モーゼ）は言った。「いや、おまえたちが先に投げよ」と；すると見よ、かれらのな
わとつえは、かれらの魔術で、（活きて）走るかのよう、かれに見えた。
qāla bal alqū fa-idhā ḥibālu-hum wa-ʻiṣiyyu-hum 

yukhayyalu ilay-hi min siḥri-him anna-hā tasʻā

（67）　それでモーゼは、心に恐れを感じた。
fa-awjasa fī nafsi-hi khīfatan Mūsā

（68）　われは言った。「恐れるには及ばぬ、まことになんじが上手「うわて」である」。
qulnā lā takhaf inna-ka anta l-a‘lā

（69）　「なんじの右手にあるものを投げよ。かれらが作ったものを呑むのだ。魔術師のごまかしに
過ぎない。魔術師はどこから来ても、（何事も）成功せぬ」と。
wa-alqi mā fī yamīni-ka talqaf mā ṣanaʻū 

innamā ṣanaʻū kaydu sāḥirin wa-lā yufliḥu s-sāḥiru ḥaythu atā

（70）　そこで魔術師たちは、伏して叩頭「こうとう」して言った「わたしたちは、モーゼとアロン
の主を信仰します」と。
fa-ulqiya s-saḥaratu sujjadan qālū 

āmannā bi-rabbi Hārūna wa-Mūsā
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（71）　かれ（ファラオ）は言った。「おなえたちはわしが許さぬうちに、かれを信仰するか。まこ
とにこれは、おまえたちに魔術を教えた、おまえたちの頭目である；おまえたちの両手と両足を互
い違いに切断して、ナツメヤシの幹にはりつけにするであろうおまえたちはわしらのいずれが、処
罰にもっと厳重で、永続するか、きっとわかるであろう」と。
qāla āmantum la-hu qabla an ādhana la-kum 

inna-hu la-kabīru-kumu lladhī ʻallama-kumu s-siḥra 

fa-la-uqaṭṭiʻanna aydiya-kum wa-arjula-kum min khilāfin 

wa-la-uṣallibanna-kum fī judhūʻi al-nakhli 

wa-la-taʻlamunna ayyu-nā ashaddu ʻadhāban wa-abqā

（72）　かれら（魔術師）は言った「わたしたちは、わたしたちに示された明白な印、また、わたし
たちを創造なされたかれ以上に、あなたを重んずることはできません、それであなたの決定される
ことを実施して下さい。だがあなたは、現世の生活においてのみ、判決なさるにすぎません」。
qālū lan nuʼthira-ka ʻalā mā jāʼa-nā mina l-bayyināti 

wa-lladhī faṭara-nā fa-qḍi mā anta qāḍin 

innamā taqḍī hādhihi l-ḥayāta d-dunyā

（73）　「まことにわたしたちが、主を信仰するのは、わたしたちのあやまちのお許しを請い、また、
あなたが無理じいして、させられた魔術に対して、お許しを請うためであります。アルラーは至善
者・永続者であられます」と。
innā āmannā bi-rabbi-nā li-yaghfira la-nā khaṭāyā-nā 

wa-mā akrahta-nā ʻalay-hi mina s-siḥri wa-llāhu khayrun wa-abqā

［日亜対訳聖クラーン pp. 369–371］

　預言者モーゼ（Mūsā）と、兄であり助手のアロン（Hārūn）は多くの場合「モーゼとアロン」と
記される。もちろんモーゼが預言者で重要だから先に記される。「モーゼとアロン」と併記される
記述は『クルアーン』の中で 11 回出てくる。その中 10 回はこの並びの当然の順序である。しかし
一か所第20章第 70節のみ「アロンとモーゼ」と順がひっくり返っている。70節の前語のファースィ
ラを観ると、muthlā（63）、staʻlā（64）、alqā（65）、tasʻā（66）、mūsā（67）、al-aʻlā（68）、ātā（69）、
mūsā（70）、abqā（71）、dunyā（72）、abqā（73）……となっている。この事実から／-ā／の押韻であり、
70 節もこの型に合わせようとしていることは明らかである。
　ワズンに関しては 70 節だけ見ても、2文に跨っているし、前の 69 節は 4文、後ろの 71 節にいたっ
ては 5文の長い構成であり、ファースィラのパラレルやユニットが比較すべく構成出来るものでは
無い。また文全体のラフズやワズンなどは比較の対象外となってしまう。この 20 章はメディナ啓
示ではなく、メッカ啓示となっている。メッカ啓示であっても、メッカ期の遅い時期であったろう、
文体的に見ても、モーゼ伝承の内容から見ても。
　再度タクフィッヤを見ていこう。ここでは／-ā／の押韻で統一されているファースィラとなって
いる。70 節のファースィラは mūsāであるが、すぐ上の 67 節に同じファースィラとして同一語の
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mūsāがある。後者は「モーゼ」と単独に用いられており、「モーゼとアロン」の対語ではない。ま
たこの 20 章の全 135 節のファースィラを調べたところ、第 1節から 89 節まで／-ā／の押韻である。
89 節まででこの型に外れているのは、78 節と 87 節の 2か所のみである。こうした例外が認められ
るならば、70 節でもごく自然にMūsā wa-Hārūnの定型として良かったはずである。教義内容（maʻ

nā）が中心であって、修辞技法（ṣaniyya）は考慮の外である、内容が中心であって、形式や技法は
考慮の対象外と言うのならば［Bur. I 55–56; Itq. III 292–93］。
　なおこの第 20 章第 70 節の「モーゼとアロン」の問題は「語順倒置技法」として、別の視点
waqf wa-ibtidā’（読誦の休止と再開始）で既に扱っている［拙稿『文末機能』1972 pp. 244–49］。
　事例 3では聖典『クルアーン』のファースィラ文体を啓示の後期の章節から選んだ。初期の章節か
ら選べば 4－ 3－ 3で分析したカーヒンの文体と全く同手法のものが数多く挙げることができよう。
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